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5.2  ３つの目的を満足できる統合案を加えた評価軸ごとの評価 

5.2.1  治水対策案の評価軸ごとの評価 

洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持の３つの目的を満足でき

る「３つの目的を満足できる統合案」を 4.3.6 治水対策案の評価軸ごとの評価におけ

る 11 案に追加し、計 12 案の治水対策案について、検証要領細目に示されている 7 つ

の評価軸（表 4-11 参照）により評価を行った。その結果を表 5-2～表 5-13 に示す。 

 

 表 5-1 治水対策案の名称 

分類 評価軸ごとの評価時の治水対策案の名称 

河川整備計画 

 
①田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案 

３つの目的を満足できる統合 

した治水対策 
⑫３つの目的を満足できる統合案 

②田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案 

③筒砂子ダム＋河道掘削案 

Ⅰ．検証対象ダムの再編 

 

 

④筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案 

Ⅱ．既設ダムの活用と 

検証対象ダムの再編 
⑤筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案 

Ⅳ．河道改修による治水対策 
⑥河道掘削案 

Ⅴ．新たな施設による治水対策 

 
⑦遊水地＋河道掘削案 

⑧二線堤＋河道掘削案 
Ⅶ．流域を中心とした治水対策 

 

 ⑨宅地かさ上げ＋河道掘削案 

⑩漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案 
Ⅷ．Ⅰ～Ⅶの組合せ 

 

 ⑪筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋ 

雨水貯留＋水田等の保全案 
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表
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-2
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
①

）
現

計
画

（河
川

整
備

計
画

）
３

つ
の

目
的

を
満

足
で

き
る

統
合

し
た

治
水

対
策

既
設

ダ
ム

の
活

用
と

検
証

対
象

ダ
ム

の
再

編

①
⑫

②
③

④
⑤

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

案
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

案

・
鳴

瀬
川

総
合

開
発

（
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・
筒

砂
子

ダ
ム

（
統

合
・
効

率
化

）
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
の

容
量

再
編

・
鳴

瀬
川

総
合

開
発

（
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

＋
洪

水
導

水
路

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
の

容
量

再
編

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤

安
全

度
（
被

害
軽

減
効

果
）

●
河
川

整
備

計
画

レ
ベ
ル

の
目
標

に
対

し
安

全
を
確

保
で
き

る
か

・
河

川
整

備
計

画
（
大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

流
量

を
計

画
高

水
位

以
下

で
流

す
こ

と
が

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
知

事
管

理
区

間
）の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
河

川
整

備
計

画
で

目
標

と
し

て
い

る
、

戦
後

の
代

表
洪

水
で

あ
る

昭
和

2
2
年

9
月

洪
水

が
発

生
し

て
も

、
家

屋
等

浸
水

被
害

を
発

生
さ

せ
ず

流
下

さ
せ

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（知

事
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
知

事
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
知

事
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
知

事
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
知

事
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

・
河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・
河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・
河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・
河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・
河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・
河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

と
筒

砂
子

ダ
ム

の
洪

水
調

節
計

画
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
か

ら
決

め
ら

れ
て

お
り

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
効

果
は

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
の

下
流

区
間

に
お

い
て

発
揮

す
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
の

洪
水

調
節

計
画

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

か
ら

決
め

ら
れ

て
お

り
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）と

の
容

量
再

編
の

下
流

区
間

に
お

い
て

発
揮

す
る

。

・
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

の
洪

水
調

節
計

画
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
か

ら
決

め
ら

れ
て

お
り

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
効

果
は

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
の

下
流

区
間

に
お

い
て

発
揮

す
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

の
洪

水
調

節
計

画
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
か

ら
決

め
ら

れ
て

お
り

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
効

果
は

筒
砂

子
ダ

ム
の

下
流

区
間

に
お

い
て

発
揮

す
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

洪
水

導
水

路
の

洪
水

調
節

計
画

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

か
ら

決
め

ら
れ

て
お

り
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

洪
水

導
水

路
の

下
流

区
間

に
お

い
て

発
揮

す
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
と

の
容

量
再

編
の

洪
水

調
節

計
画

は
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

か
ら

決
め

ら
れ

て
お

り
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
の

下
流

区
間

に
お

い
て

発
揮

す
る

。

・
な

お
、

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
は

、
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

下
流

河
川

へ
の

効
果

量
が

異
な

る
。

・
な

お
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
は

、
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

下
流

河
川

へ
の

効
果

量
が

異
な

る
。

・
な

お
、

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
は

、
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

下
流

河
川

へ
の

効
果

量
が

異
な

る
。

・
な

お
、

筒
砂

子
ダ

ム
は

、
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

下
流

河
川

へ
の

効
果

量
が

異
な

る
。

・
な

お
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

は
、

降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

等
に

よ
っ

て
下

流
河

川
へ

の
効

果
量

が
異

な
る

。

・
な

お
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
と

の
容

量
再

編
は

、
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

下
流

河
川

へ
の

効
果

量
が

異
な

る
。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】

・
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

異
な

る
が

、
河

道
の

水
位

は
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
計

画
高

水
位

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）
。

・
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

異
な

る
が

、
河

道
の

水
位

は
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
計

画
高

水
位

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

（な
お

、
水

位
が

整
備

を
想

定
し

て
い

る
堤

防
高

を
一

部
超

え
る

区
間

が
あ

る
）
。

・
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

異
な

る
が

、
河

道
の

水
位

は
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
計

画
高

水
位

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）
。

・
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

異
な

る
が

、
河

道
の

水
位

は
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
計

画
高

水
位

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）
。

・
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

異
な

る
が

、
河

道
の

水
位

は
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
計

画
高

水
位

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）。

・
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

異
な

る
が

、
河

道
の

水
位

は
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
計

画
高

水
位

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）
。

・
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

と
筒

砂
子

ダ
ム

は
、

ダ
ム

流
入

量
よ

り
も

放
流

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

な
い

が
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
を

上
回

る
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
完

全
に

は
発

揮
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
は

、
ダ

ム
流

入
量

よ
り

も
放

流
量

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
な

い
が

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

を
上

回
る

大
き

な
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）と

の
容

量
再

編
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
完

全
に

は
発

揮
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

・
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

は
、

ダ
ム

流
入

量
よ

り
も

放
流

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

な
い

が
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
を

上
回

る
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
完

全
に

は
発

揮
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

は
、

ダ
ム

流
入

量
よ

り
も

放
流

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

な
い

が
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
を

上
回

る
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

筒
砂

子
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
完

全
に

は
発

揮
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

洪
水

導
水

路
は

、
ダ

ム
流

入
量

よ
り

も
放

流
量

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
な

い
が

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

を
上

回
る

大
き

な
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

洪
水

導
水

路
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
完

全
に

は
発

揮
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
と

の
容

量
再

編
は

、
ダ

ム
流

入
量

よ
り

も
放

流
量

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
な

い
が

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

を
上

回
る

大
き

な
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
完

全
に

は
発

揮
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

【
局

地
的

な
大

雨
】

【
局

地
的

な
大

雨
】

【
局

地
的

な
大

雨
】

【
局

地
的

な
大

雨
】

【
局

地
的

な
大

雨
】

【
局

地
的

な
大

雨
】

・
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
す

る
安

全
度

と
同

等
の

安
全

度
を

確
保

で
き

る
。

・
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
す

る
安

全
度

と
同

等
の

安
全

度
を

確
保

で
き

る
。

・
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
す

る
安

全
度

と
同

等
の

安
全

度
を

確
保

で
き

る
。

・
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
す

る
安

全
度

と
同

等
の

安
全

度
を

確
保

で
き

る
。

・
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
す

る
安

全
度

と
同

等
の

安
全

度
を

確
保

で
き

る
。

・
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
す

る
安

全
度

と
同

等
の

安
全

度
を

確
保

で
き

る
。

・
局

地
的

な
大

雨
が

ダ
ム

上
流

域
で

発
生

し
た

場
合

、
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

と
筒

砂
子

ダ
ム

の
容

量
を

上
回

る
ま

で
は

洪
水

調
節

が
可

能
で

あ
る

。

・
局

地
的

な
大

雨
が

ダ
ム

上
流

域
で

発
生

し
た

場
合

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
の

容
量

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
調

節
が

可
能

で
あ

る
。

・
局

地
的

な
大

雨
が

ダ
ム

上
流

域
で

発
生

し
た

場
合

、
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

の
容

量
を

上
回

る
ま

で
は

洪
水

調
節

が
可

能
で

あ
る

。
・
局

地
的

な
大

雨
が

ダ
ム

上
流

域
で

発
生

し
た

場
合

、
筒

砂
子

ダ
ム

の
容

量
を

上
回

る
ま

で
は

洪
水

調
節

が
可

能
で

あ
る

。
・
局

地
的

な
大

雨
が

ダ
ム

上
流

域
で

発
生

し
た

場
合

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

洪
水

導
水

路
の

容
量

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
調

節
が

可
能

で
あ

る
。

・
局

地
的

な
大

雨
が

ダ
ム

上
流

域
で

発
生

し
た

場
合

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
の

容
量

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
調

節
が

可
能

で
あ

る
。

・
局

地
的

大
雨

が
鳴

瀬
川

の
中

・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・
局

地
的

大
雨

が
鳴

瀬
川

の
中

・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・
局

地
的

大
雨

が
鳴

瀬
川

の
中

・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・
局

地
的

大
雨

が
鳴

瀬
川

の
中

・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・
局

地
的

大
雨

が
鳴

瀬
川

の
中

・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

可
能

性
が

高
ま

る
。

・
局

地
的

大
雨

が
鳴

瀬
川

の
中

・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

●
目
標

を
上

回
る

洪
水

等
が

発
生

し
た

場
合
に
ど

の
よ

う
な

状
態
と

な
る
か

検
証

対
象

ダ
ム

の
再

編

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価
の
考

え
方
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表
 5

-3
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
②

）
河

道
改

修
に

よ
る

治
水

対
策

新
た

な
施

設
に

よ
る

治
水

対
策

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

河
道

掘
削

案
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
案

二
線

堤
＋

河
道

掘
削

案
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

案
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
＋

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

＋
雨

水
貯

留
＋

水
田

等
の

保
全

案

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・遊
水

地
（
２

遊
水

地
）

・鳴
瀬

川
（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

二
線

堤
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）か
さ

上
げ

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

・雨
水

貯
留

・浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

安
全

度
（被

害
軽

減
効

果
）

●
河

川
整

備
計
画

レ
ベ

ル
の

目
標

に
対

し
安

全
を

確
保

で
き

る
か

・
河

川
整

備
計

画
（大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
と

二
線

堤
の

間
の

地
域

で
水

田
等

は
浸

水
す

る
が

、
宅

地
等

は
二

線
堤

の
整

備
を

行
う

た
め

浸
水

し
な

い
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
を

す
る

区
間

の
背

後
地

域
で

水
田

等
は

浸
水

す
る

が
、

宅
地

等
は

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

の
整

備
を

行
う

た
め

浸
水

し
な

い
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
を

す
る

区
間

の
背

後
地

域
で

水
田

等
は

浸
水

す
る

が
、

宅
地

等
は

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

の
整

備
を

行
う

た
め

浸
水

し
な

い
。

・河
川

整
備

計
画

（
大

臣
管

理
区

間
）の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（知

事
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・そ
の

他
の

河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・そ
の

他
の

河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・そ
の

他
の

河
川

整
備

計
画

（
大

臣
管

理
区

間
）の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（
知

事
管

理
区

間
）の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（
知

事
管

理
区

間
）の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（
知

事
管

理
区

間
）の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

】
【河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

】
【河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

【河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

】

・
河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
・河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
・河

道
の

水
位

は
計

画
高

水
位

を
超

え
る

区
間

が
あ

る
。

・河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。

・遊
水

地
（
２

池
）の

洪
水

調
節

計
画

は
、

河
川

整
備

計
画

レ
ベ

ル
の

洪
水

か
ら

決
め

る
こ

と
を

想
定

し
て

お
り

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

、
遊

水
地

に
よ

る
洪

水
調

節
効

果
が

完
全

に
は

発
揮

さ
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

ま
た

、
遊

水
地

内
の

水
位

は
河

道
に

連
動

す
る

た
め

、
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
超

え
た

ら
、

遊
水

地
内

の
水

位
も

計
画

貯
水

位
を

超
え

る
。

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）か
さ

上
げ

の
洪

水
調

節
計

画
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
か

ら
決

め
ら

れ
て

お
り

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
効

果
は

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）か
さ

上
げ

の
下

流
区

間
に

お
い

て
発

揮
す

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

の
洪

水
調

節
計

画
は

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
か

ら
決

め
ら

れ
て

お
り

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
効

果
は

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

の
下

流
区

間
に

お
い

て
発

揮
す

る
。

・な
お

、
遊

水
地

は
、

降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

等
に

よ
っ

て
下

流
河

川
へ

の
効

果
量

が
異

な
る

。
・な

お
、

漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）
か

さ
上

げ
は

、
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

下
流

河
川

へ
の

効
果

量
が

異
な

る
。

・な
お

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
は

、
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

下
流

河
川

へ
の

効
果

量
が

異
な

る
。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

二
線

堤
＋

土
地

利
用

規
制

に
よ

る
治

水
対

策
と

し
て

想
定

し
た

範
囲

を
超

過
し

て
浸

水
被

害
の

発
生

の
恐

れ
が

生
じ

る
。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
に

よ
る

治
水

対
策

と
し

て
想

定
し

た
範

囲
を

超
過

し
て

浸
水

被
害

の
発

生
の

恐
れ

が
生

じ
る

。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
に

よ
る

治
水

対
策

と
し

て
想

定
し

た
範

囲
を

超
過

し
て

浸
水

被
害

の
発

生
の

恐
れ

が
生

じ
る

。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

雨
水

貯
留

・
浸

透
施

設
＋

水
田

等
の

保
全

対
策

に
よ

る
治

水
対

策
と

し
て

想
定

し
た

範
囲

を
超

過
し

て
浸

水
被

害
の

発
生

の
恐

れ
が

生
じ

る
。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
【河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】

・
降

雨
の

地
域

分
布

、
時

間
分

布
や

降
雨

の
規

模
等

に
よ

っ
て

異
な

る
が

、
河

道
の

水
位

は
ほ

と
ん

ど
の

区
間

で
計

画
高

水
位

を
超

え
る

可
能

性
が

あ
る

（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）
。

・降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

ほ
と

ん
ど

の
区

間
で

計
画

高
水

位
を

超
え

る
可

能
性

が
あ

る
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）
。

・降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

ほ
と

ん
ど

の
区

間
で

計
画

高
水

位
を

超
え

る
可

能
性

が
あ

る
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）。

・降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

ほ
と

ん
ど

の
区

間
で

計
画

高
水

位
を

超
え

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）。

・降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

ほ
と

ん
ど

の
区

間
で

計
画

高
水

位
を

超
え

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）。

・降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

ほ
と

ん
ど

の
区

間
で

計
画

高
水

位
を

超
え

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

一
部

超
え

る
区

間
が

あ
る

）。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
を

上
回

る
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

遊
水

地
（２

池
）
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

が
完

全
に

発
揮

さ
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

ま
た

、
遊

水
地

内
の

水
位

は
河

道
に

連
動

す
る

た
め

、
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
超

え
た

ら
、

遊
水

地
内

の
水

位
も

計
画

貯
水

位
を

超
え

る
。

・漆
沢

ダ
ム

か
さ

上
げ

は
、

ダ
ム

流
入

量
よ

り
も

放
流

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

な
い

が
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
を

上
回

る
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

筒
砂

子
ダ

ム
か

さ
上

げ
に

よ
る

洪
水

調
節

効
果

は
完

全
に

は
発

揮
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

は
、

ダ
ム

流
入

量
よ

り
も

放
流

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

な
い

が
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
を

上
回

る
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

に
よ

る
洪

水
調

節
効

果
は

完
全

に
は

発
揮

さ
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

二
線

堤
＋

土
地

利
用

規
制

に
よ

る
治

水
対

策
と

し
て

想
定

し
た

範
囲

を
超

過
し

て
浸

水
被

害
の

発
生

の
恐

れ
が

生
じ

る
。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
に

よ
る

治
水

対
策

と
し

て
想

定
し

た
範

囲
を

超
過

し
て

浸
水

被
害

の
発

生
の

恐
れ

が
生

じ
る

。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
に

よ
る

治
水

対
策

と
し

て
想

定
し

た
範

囲
を

超
過

し
て

浸
水

被
害

の
発

生
の

恐
れ

が
生

じ
る

。

・河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
な

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

雨
水

貯
留

・
浸

透
施

設
＋

水
田

等
の

保
全

対
策

に
よ

る
治

水
対

策
と

し
て

想
定

し
た

範
囲

を
超

過
し

て
浸

水
被

害
の

発
生

の
恐

れ
が

生
じ

る
。

【
局

地
的

な
大

雨
】

【局
地

的
な

大
雨

】
【局

地
的

な
大

雨
】

【局
地

的
な

大
雨

】
【局

地
的

な
大

雨
】

【局
地

的
な

大
雨

】

・
河

道
の

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
す

る
安

全
度

と
同

等
の

安
全

度
を

確
保

で
き

る
。

・河
道

の
水

位
が

計
画

高
水

位
を

上
回

る
ま

で
は

河
川

整
備

計
画

レ
ベ

ル
の

目
標

に
対

す
る

安
全

度
と

同
等

の
安

全
度

を
確

保
で

き
る

。

・河
道

の
水

位
が

計
画

高
水

位
を

上
回

る
ま

で
は

河
川

整
備

計
画

レ
ベ

ル
の

目
標

に
対

す
る

安
全

度
と

同
等

の
安

全
度

を
確

保
で

き
る

。

・河
道

の
水

位
が

計
画

高
水

位
を

上
回

る
ま

で
は

河
川

整
備

計
画

レ
ベ

ル
の

目
標

に
対

す
る

安
全

度
と

同
等

の
安

全
度

を
確

保
で

き
る

。

・河
道

の
水

位
が

計
画

高
水

位
を

上
回

る
ま

で
は

河
川

整
備

計
画

レ
ベ

ル
の

目
標

に
対

す
る

安
全

度
と

同
等

の
安

全
度

を
確

保
で

き
る

。

・河
道

の
水

位
が

計
画

高
水

位
を

上
回

る
ま

で
は

河
川

整
備

計
画

レ
ベ

ル
の

目
標

に
対

す
る

安
全

度
と

同
等

の
安

全
度

を
確

保
で

き
る

。

・局
地

的
な

大
雨

が
遊

水
地

（２
池

）
上

流
域

で
発

生
し

た
場

合
、

遊
水

地
の

容
量

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
調

節
が

可
能

で
あ

る
。

・局
地

的
な

大
雨

が
ダ

ム
上

流
域

で
発

生
し

た
場

合
、

漆
沢

ダ
ム

か
さ

上
げ

の
容

量
を

上
回

る
ま

で
は

洪
水

調
節

が
可

能
で

あ
る

。

・局
地

的
な

大
雨

が
ダ

ム
上

流
域

で
発

生
し

た
場

合
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

の
容

量
を

上
回

る
ま

で
は

洪
水

調
節

が
可

能
で

あ
る

。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
と

二
線

堤
の

間
の

区
域

の
水

位
が

計
画

高
水

位
を

上
回

る
ま

で
は

、
二

線
堤

に
よ

り
宅

地
等

は
浸

水
し

な
い

。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
を

す
る

区
間

の
背

後
地

域
で

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
、

治
水

対
策

と
し

て
想

定
し

て
い

る
高

さ
ま

で
宅

地
等

は
浸

水
し

な
い

。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
を

す
る

区
間

の
背

後
地

域
で

水
位

が
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
、

治
水

対
策

と
し

て
想

定
し

て
い

る
高

さ
ま

で
宅

地
等

は
浸

水
し

な
い

。

・
局

地
的

大
雨

が
鳴

瀬
川

の
中

・下
流

部
で

発
生

し
た

場
合

は
、

流
域

の
排

水
施

設
の

能
力

を
超

過
し

内
水

氾
濫

の
危

険
性

が
高

ま
る

。

・局
地

的
大

雨
が

鳴
瀬

川
の

中
・下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・局
地

的
大

雨
が

鳴
瀬

川
の

中
・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・局
地

的
大

雨
が

鳴
瀬

川
の

中
・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・局
地

的
大

雨
が

鳴
瀬

川
の

中
・
下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
流

域
の

排
水

施
設

の
能

力
を

超
過

し
内

水
氾

濫
の

危
険

性
が

高
ま

る
。

・局
地

的
大

雨
が

鳴
瀬

川
の

中
・下

流
部

で
発

生
し

た
場

合
は

、
雨

水
貯

留
・
浸

透
施

設
や

水
田

等
の

保
全

の
効

果
を

上
回

る
ま

で
は

、
内

水
氾

濫
か

ら
安

全
度

を
確

保
で

き
る

。

流
域

を
中

心
と

し
た

治
水

対
策

●
目

標
を

上
回
る

洪
水

等
が

発
生

し
た

場
合

に
ど

の
よ

う
な

状
態

と
な

る
か

組
合

せ

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

治
水

対
策

案
と

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価
軸

と
評

価
の

考
え

方
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表
 5

-4
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
③
）

現
計

画
（河

川
整

備
計

画
）

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
し

た
治

水
対

策
既

設
ダ

ム
の

活
用

と
検

証
対

象
ダ

ム
の

再
編

①
⑫

②
③

④
⑤

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

案
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

案

・鳴
瀬

川
総

合
開

発
（田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・筒
砂

子
ダ

ム

（統
合

・効
率

化
）

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）の

容
量

再
編

・鳴
瀬

川
総

合
開

発
（田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

安
全

度
（被

害
軽

減
効

果
）

【１
０

年
後

】
【１

０
年

後
】

【１
０

年
後

】
【
１

０
年

後
】

【１
０

年
後

】
【１

０
年

後
】

・田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）と

の
容

量
再

編
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（
大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

（大
臣

管
理

区
間

）か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

（大
臣

管
理

区
間

）
か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

（大
臣

管
理

区
間

）か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（
大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【２
０

年
後

】
【２

０
年

後
】

【２
０

年
後

】
【
２

０
年

後
】

【２
０

年
後

】
【２

０
年

後
】

・田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

は
完

成
し

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
の

下
流

区
間

に
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

は
完

成
し

、
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

取
水

口
の

下
流

区
間

に
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）と

の
容

量
再

編
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・ま
た

、
筒

砂
子

ダ
ム

は
ま

だ
完

成
し

な
い

た
め

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（
大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

（大
臣

管
理

区
間

）か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

（大
臣

管
理

区
間

）
か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

（大
臣

管
理

区
間

）か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（
大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。
※

予
算

の
状

況
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。
※

予
算

の
状

況
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。
※

予
算

の
状

況
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
は

、
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
想

定
し

て
い

る
目

標
流

量
を

計
画

高
水

位
以

下
で

流
す

こ
と

が
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
も

河
川

整
備

計
画

で
目

標
と

し
て

い
る

、
戦

後
の

代
表

洪
水

で
あ

る
昭

和
22

年
9月

洪
水

が
発

生
し

て
も

、
家

屋
等

浸
水

被
害

を
発

生
さ

せ
ず

流
下

さ
せ

る
。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
は

、
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
も

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
は

、
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
も

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
大

臣
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・
河

川
整

備
計

画
（
知

事
管

理
区

間
）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
は

、
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
も

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
は

、
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）の
対

象
区

間
に

お
い

て
も

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

●
ど
の
範

囲
で
ど

の
よ
う

な
効
果
が

確
保
さ

れ
て
い

く
の
か

（
上
下
流

や
支
川

等
に
お

け
る
効
果

）

検
証

対
象

ダ
ム

の
再

編

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
治
水

対
策
案

と
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
実
施

内
容
の

概
要

評
価
軸

と
評
価

の
考
え
方

●
段
階
的

に
ど
の

よ
う
に

安
全
度
が

確
保
さ

れ
て
い

く
の
か

（
例
え
ば

５
，
１

０
年

後
）
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表
 5

-5
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
④

）
河

道
改

修
に

よ
る

治
水

対
策

新
た

な
施

設
に

よ
る

治
水

対
策

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

河
道

掘
削

案
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
案

二
線

堤
＋

河
道

掘
削

案
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

案
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
＋

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

＋
雨

水
貯

留
＋

水
田

等
の

保
全

案

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
・遊

水
地

（２
遊

水
地

）
・鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

二
線

堤
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
か

さ
上

げ
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
の

容
量

再
編

・雨
水

貯
留

・浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

安
全

度
（被

害
軽

減
効

果
）

【１
０

年
後

】
【１

０
年

後
】

【１
０

年
後

】
【１

０
年

後
】

【１
０

年
後

】
【１

０
年

後
】

・遊
水

地
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・二
線

堤
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・宅

地
か

さ
上

げ
等

は
一

部
完

成
し

、
部

分
的

に
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・宅

地
か

さ
上

げ
等

は
一

部
完

成
し

、
部

分
的

に
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【２
０

年
後

】
【２

０
年

後
】

【２
０

年
後

】
【２

０
年

後
】

【２
０

年
後

】
【２

０
年

後
】

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）と
の

容
量

再
編

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・遊
水

地
は

完
成

し
、

遊
水

地
の

下
流

区
間

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
二

線
堤

＋
土

地
利

用
規

制
は

完
成

し
、

そ
の

下
流

区
間

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
は

完
成

し
、

そ
の

下
流

区
間

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
は

完
成

し
、

そ
の

下
流

区
間

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
遊

水
地

を
整

備
す

る
こ

と
に

つ
い

て
約

60
h
aの

新
た

な
用

地
取

得
、

及
び

農
地

が
浸

水
す

る
こ

と
に

つ
い

て
地

域
の

合
意

形
成

に
要

す
る

期
間

は
見

込
ん

で
い

な
い

。

※
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
二

線
堤

＋
土

地
利

用
規

制
の

実
施

に
伴

う
約

32
ha

の
新

た
な

用
地

取
得

、
農

地
が

浸
水

す
る

こ
と

及
び

農
業

生
産

や
営

農
へ

の
影

響
等

に
つ

い
て

地
域

の
合

意
形

成
に

要
す

る
期

間
は

見
込

ん
で

い
な

い
。

※
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等
＋

土
地

利
用

規
制

の
実

施
に

伴
う

17
9戸

の
対

象
家

屋
の

か
さ

上
げ

、
農

地
が

浸
水

す
る

こ
と

及
び

農
業

生
産

や
営

農
へ

の
影

響
等

に
つ

い
て

地
域

の
合

意
形

成
に

要
す

る
期

間
は

見
込

ん
で

い
な

い
。

※
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等
＋

土
地

利
用

規
制

の
実

施
に

伴
う

17
9戸

の
対

象
家

屋
の

か
さ

上
げ

、
農

地
が

浸
水

す
る

こ
と

及
び

農
業

生
産

や
営

農
へ

の
影

響
等

に
つ

い
て

地
域

の
合

意
形

成
に

要
す

る
期

間
は

見
込

ん
で

い
な

い
。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
は

、
改

修
を

行
っ

た
区

間
（大

臣
管

理
区

間
）か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。
※

予
算

の
状

況
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。
※

予
算

の
状

況
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。
※

予
算

の
状

況
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
従

来
堤

防
で

守
ら

れ
て

き
た

地
域

に
遊

水
地

を
整

備
す

る
た

め
、

約
６

０
ha

の
用

地
取

得
な

ど
に

関
し

て
、

地
域

の
合

意
形

成
に

要
す

る
期

間
は

見
込

ん
で

い
な

い
。

※
従

来
堤

防
で

守
ら

れ
て

き
た

地
域

に
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
知

す
る

た
め

、
約

３
２

ha
の

二
線

堤
用

地
の

取
得

や
隣

接
地

域
よ

り
農

地
の

安
全

度
が

低
く
な

る
こ

と
に

つ
い

て
、

地
域

の
合

意
形

成
に

要
す

る
期

間
は

見
込

ん
で

い
な

い
。

※
従

来
堤

防
で

守
ら

れ
て

き
た

地
域

に
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
知

す
る

た
め

、
約

１
８

０
戸

の
宅

地
か

さ
上

げ
や

隣
接

地
域

よ
り

農
地

の
安

全
度

が
低

く
な

る
こ

と
に

つ
い

て
、

地
域

の
合

意
形

成
に

要
す

る
期

間
は

見
込

ん
で

い
な

い
。

※
従

来
堤

防
で

守
ら

れ
て

き
た

地
域

に
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
知

す
る

た
め

、
約

１
８

０
戸

の
宅

地
か

さ
上

げ
や

隣
接

地
域

よ
り

農
地

の
安

全
度

が
低

く
な

る
こ

と
に

つ
い

て
、

地
域

の
合

意
形

成
に

要
す

る
期

間
は

見
込

ん
で

い
な

い
。

※
雨

水
貯

留
・浸

透
施

設
お

よ
び

水
田

等
の

保
全

に
よ

る
治

水
対

策
は

、
流

域
の

広
範

な
関

係
者

と
の

調
整

が
必

要
で

あ
り

、
地

域
の

合
意

形
成

及
び

実
施

に
要

す
る

期
間

は
見

込
ん

で
い

な
い

。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・河
川

整
備

計
画

（大
臣

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

は
、

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

の
安

全
を

確
保

で
き

る
。

・河
川

整
備

計
画

（知
事

管
理

区
間

）
の

対
象

区
間

に
お

い
て

も
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

と
二

線
堤

の
間

の
地

域
で

は
、

水
田

等
は

浸
水

し
、

他
の

案
よ

り
も

農
地

の
安

全
度

が
低

い
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
区

間
の

背
後

地
域

で
は

、
水

田
等

は
浸

水
し

、
他

の
案

よ
り

も
農

地
の

安
全

度
が

低
い

。
・部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
置

す
る

区
間

の
背

後
地

域
で

は
、

水
田

等
は

浸
水

し
、

他
の

案
よ

り
も

農
地

の
安

全
度

が
低

い
。

流
域

を
中

心
と

し
た

治
水

対
策

●
ど
の
範

囲
で
ど

の
よ
う

な
効
果
が

確
保
さ

れ
て
い

く
の
か

（
上
下
流

や
支
川

等
に
お

け
る
効
果

）

組
合

せ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
治
水

対
策
案

と
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
実
施

内
容
の

概
要

評
価

軸
と
評

価
の
考

え
方

●
段
階
的

に
ど
の

よ
う
に

安
全
度
が

確
保
さ

れ
て
い

く
の
か

（
例
え
ば

５
，
１

０
年

後
）
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表
 5

-6
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
⑤

）
現

計
画

（
河

川
整

備
計

画
）

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
し

た
治

水
対

策
既

設
ダ

ム
の

活
用

と
検

証
対

象
ダ

ム
の

再
編

①
⑫

②
③

④
⑤

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

案
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

案

・
鳴

瀬
川

総
合

開
発

（田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

）
・
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・
効

率
化

）
・筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）の

容
量

再
編

・
鳴

瀬
川

総
合

開
発

（田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

）
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（
知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
の

容
量

再
編

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

コ
ス
ト

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

約
１

，
１

７
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

残
事

業
費

　
　

　
約

７
０

０
億

円
（
洪

水
調

節
分

）

約
１

，
０

５
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
、

３
つ

の
目

的
を

満
足

す
る

統
合

分
　

　
　

約
５

８
０

億
円

約
１

，
４

４
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
　

　
　

約
９

７
０

億
円

約
１

，
１

４
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
　

　
　

約
６

７
０

億
円

約
１

，
２

８
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

　
　

　
約

８
１

０
億

円

約
１

，
０

５
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
と

の
容

量
再

編
　

　
　

約
５

９
０

億
円

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

約
４

４
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

増
加

分
を

計
上

し
た

。

約
２

８
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
３

つ
の

目
的

を
満

足
す

る
統

合
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

約
２

９
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
田

川
ダ

ム
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

約
２

３
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

約
２

５
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

案
に

伴
う

増
加

分
を

計
上

し
た

。

約
２

９
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
と

の
容

量
再

編
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（
河

道
掘

削
量

約
１

２
０

万
m

3
）
。

・河
道

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
再

び
堆

積
す

る
場

合
、

上
記

の
他

に
掘

削
に

係
る

費
用

が
必

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
１

２
０

万
m

3
）
は

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

）。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘

削
量

（
約

３
６

０
万

m
3
）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（
な

お
、

河
道

掘

削
量

（約
２

７
０

万
m

3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・河
道

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
再

び
堆

積
す

る
場

合
、

上
記

の
他

に
掘

削
に

係
る

費
用

が
必

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
１

９
０

万
m

3
）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（
な

お
、

河
道

掘

削
量

（
約

１
２

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

）
。

●
そ

の
他

（
ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
等

）
の

費
用

は
ど

れ
く

ら
い

か

・
発

生
し

な
い

。
【中

止
に

伴
う

費
用

】
・田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

３
０

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）
。

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
３

１
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）
。

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

３
０

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）
。

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
３

０
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）。

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

３
０

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）。

実
現
性

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
、

筒
砂

子
ダ

ム
建

設
に

必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

の
建

設
に

関
し

、
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

・
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
建

設
に

関
し

、
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

建
設

に
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
建

設
に

関
し

、
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

の
建

設
に

関
し

、
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
土

地
所

有
者

等
に

説
明

を
行

っ
て

い
る

と
と

も
に

、
共

同
事

業
者

と
の

調
整

が
進

ん
で

い
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
を

規
模

拡
大

す
る

場
合

に
新

た
に

関
係

す
る

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

な
お

、
現

時
点

で
土

地
所

有
者

等
に

説
明

を
行

っ
て

い
る

と
と

も
に

、
共

同
事

業
者

と
の

調
整

が
進

ん
で

い
る

。
な

お
、

現
時

点
で

土
地

所
有

者
等

に
説

明
を

行
っ

て
い

る
と

と
も

に
、

共
同

事
業

者
と

の
調

整
も

進
ん

で
い

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

を
規

模
拡

大
す

る
場

合
に

新
た

に
関

係
す

る
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
を

規
模

拡
大

す
る

場
合

に
新

た
に

関
係

す
る

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

【
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
】

・
４

戸
の

家
屋

移
転

・
約

70
ha

の
用

地
取

得

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・約
1
50

ha
の

用
地

取
得

【
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
】

・
４

戸
の

家
屋

移
転

・
約

70
ha

の
用

地
取

得

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
約

12
0h

aの
用

地
取

得
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

＋
洪

水
導

水
路

】
・約

1
30

ha
の

用
地

取
得

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
約

14
0h

aの
用

地
取

得

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
約

12
0h

aの
用

地
取

得

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・実
施

し
て

い

く
必

要
が

あ
る

（
河

道
掘

削
量

約
１

２
０

万
m

3
）。

・河
道

改
修

は
、

築
堤

お
よ

び
河

道
掘

削
で

対
応

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

お
り

、
河

道
改

修
に

伴
い

発
生

す
る

用
地

取
得

等
に

係
る

土
地

所
有

者
等

の
協

力
に

つ
い

て
、

今
後

の
事

業
進

捗
に

併
せ

て
調

整
・
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（
約

１
２

０
万

m
3
）
は

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

）。

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（
約

３
６

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・実
施

し
て

い

く
必

要
が

あ
る

（
な

お
、

河
道

掘
削

量
（約

２
７

０
万

m
3
）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・河
道

改
修

は
、

築
堤

お
よ

び
河

道
掘

削
で

対
応

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

お
り

、
河

道
改

修
に

伴
い

発
生

す
る

用
地

取
得

等
に

係
る

土
地

所
有

者
等

の
協

力
に

つ
い

て
、

今
後

の
事

業
進

捗
に

併
せ

て
調

整
・
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（
約

１
９

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・実
施

し
て

い

く
必

要
が

あ
る

（
な

お
、

河
道

掘
削

量
（約

１
２

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

）
。

【
河

道
改

修
】

・
約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・
約

8h
aの

用
地

取
得

【河
道

改
修

】
・約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・約
8
ha

の
用

地
取

得

【
河

道
改

修
】

・
約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・
約

8h
aの

用
地

取
得

【
河

道
改

修
】

・
約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・
約

8h
aの

用
地

取
得

【河
道

改
修

】
・約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・約
8
ha

の
用

地
取

得

【
河

道
改

修
】

・
約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・
約

8h
aの

用
地

取
得

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（
大

臣
管

理
区

間
）に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
ど

お
り

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（
大

臣
管

理
区

間
）
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
ど

お
り

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（大
臣

・
知

事
管

理
区

間
）に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
ど

お
り

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（
大

臣
・知

事
管

理
区

間
）
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
ど

お
り

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
（大

臣
・
知

事
管

理
区

間
）に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
ど

お
り

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（大
臣

管
理

区
間

）に
伴

う
関

係
河

川
使

用
者

と
の

調
整

は
、

従
来

ど
お

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）と

の
容

量
再

編
に

向
け

、
共

同
事

業
者

や
関

係
利

水
者

と
の

調
整

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
・
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
と

の
容

量
再

編
に

向
け

、
共

同
事

業
者

や
関

係
利

水
者

と
の

調
整

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

・
以

下
に

示
す

対
応

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・以
下

に
示

す
対

応
に

関
し

て
、

道
路

管
理

者
等

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
・
以

下
に

示
す

対
応

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
以

下
に

示
す

対
応

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・以
下

に
示

す
対

応
に

関
し

て
、

道
路

管
理

者
等

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
・
以

下
に

示
す

対
応

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
】

・
町

道
及

び
林

道
の

付
替

え
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・国

道
及

び
林

道
の

付
替

え
【
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
】

・
町

道
及

び
林

道
の

付
替

え
【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

え
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

＋
洪

水
導

水
路

】
・国

道
及

び
林

道
の

付
替

え
【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

え

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

え

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

検
証

対
象

ダ
ム

の
再

編

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

治
水

対
策

案
と

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価
軸

と
評

価
の

考
え

方
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表
 5

-7
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
⑥

）
河

道
改

修
に

よ
る

治
水

対
策

新
た

な
施

設
に

よ
る

治
水

対
策

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

河
道

掘
削

案
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
案

二
線

堤
＋

河
道

掘
削

案
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

案
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
＋

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

＋
雨

水
貯

留
＋

水
田

等
の

保
全

案

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
・
遊

水
地

（２
遊

水
地

）
・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
二

線
堤

＋
土

地
利

用
規

制
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等
＋

土
地

利
用

規
制

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）か

さ
上

げ
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

・雨
水

貯
留

・浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

コ
ス

ト

●
完
成

ま
で
に

要
す

る
費

用
は
ど

の
く
ら

い
か

約
１

，
２

２
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
河

道
掘

削
　

　
　

約
７

５
０

億
円

約
１

，
２

２
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
　

　
　

約
７

５
０

億
円

約
１

，
５

９
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
二

線
堤

＋
河

道
掘

削
　

　
　

約
１

，
１

２
０

億
円

約
１

，
２

７
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

　
　

　
約

８
１

０
億

円

約
１

，
７

９
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
と

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削 　
　

　
約

１
，

３
２

０
億

円

約
１

，
４

８
０

億
円

う
ち

、
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
と

の
容

量
再

編
＋

雨
水

貯
留

＋
水

田
等

の
保

全
　

　
　

約
１

，
０

１
０

億
円

●
維
持

管
理
に

要
す

る
費

用
は
ど

の
く
ら

い
か

約
５

０
百

万
円

／
年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
河

道
掘

削
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

約
６

０
百

万
円

／
年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

約
１

０
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
二

線
堤

＋
河

道
掘

削
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

約
５

０
百

万
円

／
年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

案
に

伴
う

増
加

分
を

計
上

し
た

。

約
７

０
百

万
円

／
年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
と

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削
案

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

約
２

９
０

百
万

円
／

年

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

と
漆

沢
ダ

ム
と

の
容

量
再

編
＋

雨
水

貯
留

案
＋

水
田

等
の

保
全

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が

あ
る

（
な

お
、

河
道

掘
削

量
（約

４
３

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が

あ
る

（
な

お
、

河
道

掘
削

量
（約

２
９

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
３

６
０

万
m

3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

堆
積

す
る

場
合

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
３

６
０

万
m

3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・河
道

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
再

び
堆

積
す

る
場

合
、

上
記

の
他

に
掘

削
に

係
る

費
用

が
必

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
３

６
０

万
m

3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・河
道

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
再

び
堆

積
す

る
場

合
は

、
上

記
の

他
に

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
１

２
０

万
m

3 ）
は

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

）。

・
上

記
の

他
に

、
部

分
的

に
低

い
堤

防
と

二
線

堤
の

間
の

地
域

に
お

い
て

、
洪

水
後

に
堆

積
土

砂
等

を
撤

去
す

る
費

用
が

必
要

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
上

記
の

他
に

、
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
置

す
る

区
間

の
背

後
地

域
に

お
い

て
、

洪
水

後
に

堆
積

土
砂

等
を

撤
去

す
る

費
用

が
必

要
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

。

・上
記

の
他

に
、

部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
区

間
の

背
後

地
域

に
お

い
て

、
洪

水
後

に
堆

積
土

砂
等

を
撤

去
す

る
費

用
が

必
要

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

・上
記

の
他

に
、

遊
水

機
能

を
有

す
る

土
地

及
び

部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
区

間
の

背
後

地
域

に
お

い
て

、
洪

水
後

に
堆

積
土

砂
等

を
撤

去
す

る
費

用
が

必
要

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

●
そ
の

他
（
ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
等

）
の

費
用
は

ど
れ

く
ら

い
か

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
６

１
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）。

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
６

１
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）。

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
６

１
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）。

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
６

１
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）
。

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

６
１

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）
。

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
３

０
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）
。

実
現

性
●

土
地

所
有
者

等
の
協

力
の

見
通

し
は
ど

う
か

・漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）か

さ
上

げ
(+

4.
0m

)に
伴

い
、

新
た

に
土

地
所

有
者

等
の

合
意

形
成

が
必

要
と

な
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

の
建

設
に

関
し

、
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

・
従

来
堤

防
に

守
ら

れ
て

い
き

た
地

域
に

遊
水

地
を

整
備

す
る

こ
と

は
、

地
域

に
と

っ
て

こ
れ

ま
で

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
も

の
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

等
の

合
意

形
成

が
必

要
で

あ
る

。

・
従

来
堤

防
に

守
ら

れ
て

き
た

地
域

に
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

と
二

線
堤

に
よ

る
治

水
対

策
を

行
う

こ
と

は
、

地
域

が
こ

れ
ま

で
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

た
も

の
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

等
の

合
意

形
成

が
必

要
で

あ
る

。

・
従

来
堤

防
に

守
ら

れ
て

き
た

地
域

に
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

と
宅

地
か

さ
上

げ
等

の
治

水
対

策
を

行
う

こ
と

は
、

地
域

が
こ

れ
ま

で
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

た
も

の
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

等
の

合
意

形
成

が
必

要
で

あ
る

。

・従
来

堤
防

に
守

ら
れ

て
き

た
地

域
に

部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
と

宅
地

か
さ

上
げ

等
の

治
水

対
策

を
行

う
こ

と
は

、
地

域
が

こ
れ

ま
で

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
た

も
の

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
等

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

・雨
水

貯
留

・浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
等

の
流

域
対

策
の

実
施

に
は

、
広

範
な

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

形
成

が
必

要
で

あ
る

。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対

策
案

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対

策
案

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

を
規

模
拡

大
す

る
場

合
に

新
た

に
関

係
す

る
土

地
所

有
者

及
び

流
域

対
策

に
係

る
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
遊

水
地

】
・
2戸

の
家

屋
移

転
・
約

6
0h

aの
用

地
取

得

【漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）か

さ
上

げ
】

・約
10

ha
の

用
地

取
得

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・約
14

0h
aの

用
地

取
得

【
二

線
堤

】
・
8戸

の
家

屋
移

転
・
約

4
0h

aの
用

地
取

得

【
宅

地
の

か
さ

上
げ

】
・
約

25
0戸

の
対

象
家

屋
等

の
か

さ
上

げ
【宅

地
の

か
さ

上
げ

】
・約

25
0戸

の
対

象
家

屋
等

の
か

さ
上

げ

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
４

３
０

万
m

3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
２

９
０

万
m

3 ）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
３

６
０

万
m

3
）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・
河

道
改

修
は

、
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

で
対

応
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
お

り
、

河
道

改
修

に
伴

い
発

生
す

る
用

地
取

得
等

に
係

る
土

地
所

有
者

等
の

協
力

に
つ

い
て

、
今

後
の

事
業

進
捗

に
併

せ
て

調
整

・
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（
約

３
６

０
万

m
3
）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

・河
道

改
修

は
、

築
堤

お
よ

び
河

道
掘

削
で

対
応

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

お
り

、
河

道
改

修
に

伴
い

発
生

す
る

用
地

取
得

等
に

係
る

土
地

所
有

者
等

の
協

力
に

つ
い

て
、

今
後

の
事

業
進

捗
に

併
せ

て
調

整
・実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（
約

３
６

０
万

m
3
）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

・河
道

改
修

は
、

築
堤

お
よ

び
河

道
掘

削
で

対
応

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

お
り

、
築

堤
用

地
や

河
道

掘
削

に
伴

い
発

生
し

た
残

土
を

仮
置

き
す

る
の

に
必

要
な

土
地

の
所

有
者

等
か

ら
の

協
力

は
、

今
後

の
事

業
進

捗
に

併
せ

て
調

整
・実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

（な
お

、
河

道
掘

削
量

（約
１

２
０

万
m

3 ）
は

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

）。

【
河

道
改

修
】

・
約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・
約

8
ha

の
用

地
取

得

【
河

道
改

修
】

・
約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・
約

8
ha

の
用

地
取

得

【
河

道
改

修
】

・
約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・
約

8
ha

の
用

地
取

得

【
河

道
改

修
】

・
約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・
約

8h
aの

用
地

取
得

【河
道

改
修

】
・約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

【河
道

改
修

】
・約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

●
そ
の

他
の
関

係
者
等

と
の

調
整

の
見
通

し
は
ど

う
か

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（
大

臣
・知

事
管

理
区

間
）

に
伴

う
関

係
河

川
使

用
者

と
の

調
整

は
、

従
来

ど
お

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（
大

臣
・知

事
管

理
区

間
）

に
伴

う
関

係
河

川
使

用
者

と
の

調
整

は
、

従
来

ど
お

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（
大

臣
・知

事
管

理
区

間
）

に
伴

う
関

係
河

川
使

用
者

と
の

調
整

は
、

従
来

ど
お

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

（大
臣

・知
事

管
理

区
間

）
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
ど

お
り

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
（大

臣
・知

事
管

理
区

間
）

に
伴

う
関

係
河

川
使

用
者

と
の

調
整

は
、

従
来

ど
お

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・河
道

掘
削

、
築

堤
等

の
河

道
改

修
（大

臣
管

理
区

間
）に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
ど

お
り

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

・
遊

水
地

の
新

設
に

伴
い

、
道

路
管

理
者

や
土

地
改

良
区

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

や
二

線
堤

の
築

堤
に

伴
い

、
道

路
管

理
者

や
土

地
改

良
区

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

に
伴

う
浸

水
区

域
に

つ
い

て
、

道
路

管
理

者
や

土
地

改
良

区
等

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

に
伴

う
浸

水
区

域
に

つ
い

て
、

道
路

管
理

者
や

土
地

改
良

区
等

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）か

さ
上

げ
に

向
け

、
共

同
事

業
者

や
関

係
利

水
者

等
と

調
整

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）と

の
容

量
再

編
に

向
け

、
共

同
事

業
者

や
関

係
利

水
者

と
の

調
整

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

・
以

下
に

示
す

対
応

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
以

下
に

示
す

対
応

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・以
下

に
示

す
対

応
に

関
し

て
、

道
路

管
理

者
等

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
・以

下
に

示
す

対
応

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【
遊

水
地

】
・
県

道
等

の
付

替
え

、
道

路
乗

り
越

し
、

用
排

水
路

の
付

替
、

鉄
塔

の
移

設

【
二

線
堤

】
・
県

道
等

の
付

替
え

、
道

路
乗

り
越

し
、

用
排

水
路

の
付

替
【漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）か

さ
上

げ
】

・林
道

付
替

え
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・国

道
及

び
林

道
の

付
替

え

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

流
域

を
中

心
と

し
た

治
水

対
策

組
合

せ

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
治
水

対
策
案

と
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
実
施

内
容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価
の

考
え
方
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表
 5

-8
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
⑦

）
現

計
画

（
河

川
整

備
計

画
）

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
し

た
治

水
対

策
既

設
ダ

ム
の

活
用

と
検

証
対

象
ダ

ム
の

再
編

①
⑫

②
③

④
⑤

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

案
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

案

・鳴
瀬

川
総

合
開

発
（
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・筒
砂

子
ダ

ム

（
統

合
・
効

率
化

）
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
の

容
量

再
編

・鳴
瀬

川
総

合
開

発
（
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（
知

事
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（
知

事
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）
の

容
量

再
編

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

実
現

性
●

法
制
度

上
の
観
点

か
ら

実
現
性
の

見
通
し
は

ど
う

か

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
治

水
対

策
案

①
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

治
水

対
策

案
⑫

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
治

水
対

策
案

②
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

治
水

対
策

案
③

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
治

水
対

策
案

④
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

治
水

対
策

案
⑤

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

●
技
術
上

の
観
点
か

ら
実

現
性
の
見

通
し
は
ど

う
か

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

持
続

性

●
将
来
に

わ
た
っ
て

持
続

可
能
と
い

え
る
か

【田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

、
筒

砂
子

ダ
ム

】
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

、
漆

沢
ダ

ム
】

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

】
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
】

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

、
漆

沢
ダ

ム
】

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
整

備
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

柔
軟

性

【田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

、
筒

砂
子

ダ
ム

】
・ダ

ム
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
容

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

技
術

的
に

可
能

で
あ

る
が

、
か

さ
上

げ
高

は
限

界
が

あ
る

。
ま

た
、

利
水

参
画

者
と

の
調

整
が

必
要

に
な

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
と

の
容

量
再

編
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

を
さ

ら
に

規
模

拡
大

し
て

容
量

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
技

術
的

に
可

能
で

あ
る

が
、

規
模

拡
大

に
は

限
界

が
あ

る
。

ま
た

、
利

水
参

画
者

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

】
・ダ

ム
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
容

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

技
術

的
に

可
能

で
あ

る
が

、
か

さ
上

げ
高

に
は

限
界

が
あ

る
。

ま
た

、
利

水
参

画
者

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
ダ

ム
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
容

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

技
術

的
に

可
能

で
あ

る
が

、
か

さ
上

げ
高

に
は

限
界

が
あ

る
。

ま
た

、
利

水
参

画
者

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
】

・筒
砂

子
ダ

ム
を

さ
ら

に
規

模
拡

大
し

て
容

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

技
術

的
に

可
能

で
あ

る
が

、
規

模
拡

大
に

は
限

界
が

あ
る

。
ま

た
、

利
水

参
画

者
と

の
調

整
が

必
要

に
な

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（
既

設
）
と

の
容

量
再

編
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

を
さ

ら
に

規
模

拡
大

し
て

容
量

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
技

術
的

に
可

能
で

あ
る

が
、

規
模

拡
大

に
は

限
界

が
あ

る
。

ま
た

、
利

水
参

画
者

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量

は
約

１
２

０
万

m
3 ）

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（
な

お
、

河
道

掘
削

量

（
約

１
２

０
万

m
3 ）

は
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
）
。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量

（約
３

６
０

万
m

3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（
な

お
、

河
道

掘
削

量

（
約

２
７

０
万

m
3 ）

は
治

水
対

策
案

①
よ

り
も

多
い

）。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（
な

お
、

河
道

掘
削

量

（約
１

９
０

万
m

3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（
な

お
、

河
道

掘
削

量

（
約

１
２

０
万

m
3 ）

は
治

水
対

策
案

①
と

同
程

度
）
。

地
域

社
会
へ

の
影
響

●
事
業
地

及
び
そ
の

周
辺

へ
の
影
響

は
ど
の
程

度
か

・原
石

山
工

事
や

付
替

道
路

工
事

に
よ

り
隣

接
す

る
地

区
で

一
部

土
地

の
改

変
を

行
う

こ
と

と
な

る
（田

川
ダ

ム
、

筒
砂

子
ダ

ム
）
。

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

（
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）。
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

（田
川

ダ
ム

）
。

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

（
筒

砂
子

ダ
ム

）。
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

（
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）
。

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

（
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）。

【田
川

ダ
ム

＋
洪

水
道

水
路

】
・４

戸
の

家
屋

移
転

・約
7
0
ha

の
用

地
取

得
・町

道
及

び
林

道
の

付
替

え

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
約

1
50

h
aの

用
地

取
得

・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

え

【田
川

ダ
ム

＋
洪

水
道

水
路

】
・４

戸
の

家
屋

移
転

・約
70

ha
の

用
地

取
得

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
え

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
約

1
20

h
aの

用
地

取
得

・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

え

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
】

・約
13

0h
aの

用
地

取
得

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
え

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
約

1
40

h
aの

用
地

取
得

・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

え

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・約
1
2
0h

aの
用

地
取

得
・国

道
及

び
林

道
の

付
替

え

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

（
田

川
ダ

ム
、

筒
砂

子
ダ

ム
）。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
（筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）
。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

（
田

川
ダ

ム
）
。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
（筒

砂
子

ダ
ム

）
。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

（
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）。
・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
（筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）
。

・河
道

改
修

に
伴

い
、

以
下

の
対

応
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

施
工

時
の

土
砂

運
搬

に
よ

り
、

必
要

に
応

じ
騒

音
・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。
・
河

道
改

修
に

伴
い

、
以

下
の

対
応

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
施

工
時

の
土

砂
運

搬
に

よ
り

、
必

要
に

応
じ

騒
音

・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。
・河

道
改

修
に

伴
い

、
以

下
の

対
応

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
施

工
時

の
土

砂
運

搬
に

よ
り

、
必

要
に

応
じ

騒
音

・振
動

対
策

等
が

必
要

に
な

る
。

・
河

道
改

修
に

伴
い

、
以

下
の

対
応

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
施

工
時

の
土

砂
運

搬
に

よ
り

、
必

要
に

応
じ

騒
音

・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。
・河

道
改

修
に

伴
い

、
以

下
の

対
応

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
施

工
時

の
土

砂
運

搬
に

よ
り

、
必

要
に

応
じ

騒
音

・振
動

対
策

等
が

必
要

に
な

る
。

・
河

道
改

修
に

伴
い

、
以

下
の

対
応

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
施

工
時

の
土

砂
運

搬
に

よ
り

、
必

要
に

応
じ

騒
音

・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。

【河
道

改
修

】
・約

1
4
0戸

の
家

屋
移

転
・約

8
h
aの

用
地

取
得

・約
1
2
0万

㎥
の

掘
削

土
砂

運
搬

・2
橋

の
橋

梁
架

替
え

【
河

道
改

修
】

・
約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・
約

8
ha

の
用

地
取

得
・
約

1
20

万
㎥

の
掘

削
土

砂
運

搬
・
2橋

の
橋

梁
架

替
え

【河
道

改
修

】
・約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

・約
36

0万
㎥

の
掘

削
土

砂
運

搬
・2

橋
の

橋
梁

架
替

え

【
河

道
改

修
】

・
約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・
約

8
ha

の
用

地
取

得
・
約

2
70

万
㎥

の
掘

削
土

砂
運

搬
・
2橋

の
橋

梁
架

替
え

【河
道

改
修

】
・約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

・約
19

0万
㎥

の
掘

削
土

砂
運

搬
・2

橋
の

橋
梁

架
替

え

【
河

道
改

修
】

・
約

1
40

戸
の

家
屋

移
転

・
約

8
ha

の
用

地
取

得
・
約

1
20

万
㎥

の
掘

削
土

砂
運

搬
・
2橋

の
橋

梁
架

替
え

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

●
地
球
温

暖
化
に
伴

う
気

候
変
化
や

社
会
環
境

の
変

化
な
ど
、

将
来
の
不

確
実

性
に
対
す

る
柔
軟
性

は
ど

う
か

検
証

対
象

ダ
ム

の
再

編

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
治
水

対
策
案
と

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
実
施

内
容
の
概

要

評
価

軸
と
評

価
の
考
え

方
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表
 5

-9
 
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
⑧

）
河

道
改

修
に

よ
る

治
水

対
策

新
た

な
施

設
に

よ
る

治
水

対
策

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

河
道

掘
削

案
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
案

二
線

堤
＋

河
道

掘
削

案
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

案
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
＋

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

＋
雨

水
貯

留
＋

水
田

等
の

保
全

案

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
・遊

水
地

（２
遊

水
地

）
・鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

二
線

堤
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
か

さ
上

げ
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
の

容
量

再
編

・雨
水

貯
留

・浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

実
現

性
●
法

制
度
上

の
観
点

か
ら

実
現

性
の
見

通
し
は

ど
う

か

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

治
水

対
策

案
⑥

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
治

水
対

策
案

⑦
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・現

行
法

制
度

の
も

と
で

治
水

対
策

案
⑧

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
治

水
対

策
案

⑨
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・現

行
法

制
度

の
も

と
で

治
水

対
策

案
⑩

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
治

水
対

策
案

⑪
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

か
ら

二
線

堤
ま

で
の

地
域

に
つ

い
て

土
地

利
用

規
制

を
か

け
る

場
合

に
は

、
建

築
基

準
法

に
基

づ
き

災
害

危
険

区
域

を
条

例
で

指
定

す
る

な
ど

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
区

間
の

背
後

地
域

に
つ

い
て

土
地

利
用

規
制

を
か

け
る

場
合

に
は

、
建

築
基

準
法

に
基

づ
き

災
害

危
険

区
域

を
条

例
で

指
定

す
る

な
ど

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
区

間
の

背
後

地
域

に
つ

い
て

土
地

利
用

規
制

を
か

け
る

場
合

に
は

、
建

築
基

準
法

に
基

づ
き

災
害

危
険

区
域

を
条

例
で

指
定

す
る

な
ど

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
洪

水
後

の
私

有
地

に
お

け
る

堆
積

土
砂

撤
去

や
塵

芥
処

理
等

を
河

川
管

理
者

が
実

施
で

き
る

法
的

根
拠

は
な

い
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
洪

水
後

の
私

有
地

に
お

け
る

堆
積

土
砂

撤
去

や
塵

芥
処

理
等

を
河

川
管

理
者

が
実

施
で

き
る

法
的

根
拠

は
な

い
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
洪

水
後

の
私

有
地

に
お

け
る

堆
積

土
砂

撤
去

や
塵

芥
処

理
等

を
河

川
管

理
者

が
実

施
で

き
る

法
的

根
拠

は
な

い
。

・雨
水

貯
留

・浸
透

施
設

や
水

田
等

の
保

全
に

つ
い

て
、

私
有

地
に

お
け

る
維

持
管

理
等

を
河

川
管

理
者

が
実

施
で

き
る

法
的

根
拠

は
な

い
。

●
技

術
上
の

観
点
か

ら
実

現
性

の
見
通

し
は
ど

う
か

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・既

設
の

ロ
ッ

ク
フ

ィ
ル

ダ
ム

で
あ

る
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）か

さ
上

げ
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

技
術

的
に

可
能

か
ど

う
か

、
施

工
中

の
運

用
は

ど
う

か
等

、
技

術
的

検
討

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。

持
続

性

●
将

来
に
わ

た
っ
て

持
続

可
能

と
い
え

る
か

【遊
水

地
】

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【二
線

堤
】

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
（堤

防
）
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【漆
沢

ダ
ム

】
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
、

漆
沢

ダ
ム

】
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
等

】
・私

有
地

に
対

す
る

平
常

時
の

土
地

利
用

上
の

制
約

、
浸

水
時

の
堆

積
土

砂
撤

去
や

塵
芥

処
理

や
補

償
に

関
す

る
課

題
等

か
ら

、
土

地
利

用
規

制
を

継
続

さ
せ

る
た

め
の

関
係

者
等

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
等

】
・私

有
地

に
対

す
る

平
常

時
の

土
地

利
用

上
の

制
約

、
浸

水
時

の
堆

積
土

砂
撤

去
や

塵
芥

処
理

や
補

償
に

関
す

る
課

題
等

か
ら

、
土

地
利

用
規

制
を

継
続

さ
せ

る
た

め
の

関
係

者
等

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
等

】
・私

有
地

に
対

す
る

平
常

時
の

土
地

利
用

上
の

制
約

、
浸

水
時

の
堆

積
土

砂
撤

去
や

塵
芥

処
理

や
補

償
に

関
す

る
課

題
等

か
ら

、
土

地
利

用
規

制
を

継
続

さ
せ

る
た

め
の

関
係

者
等

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【雨
水

貯
留

施
設

等
の

流
域

対
策

】
・私

有
地

に
対

す
る

平
常

時
の

土
地

利
用

上
の

制
約

、
浸

水
時

の
堆

積
土

砂
撤

去
や

塵
芥

処
理

や
補

償
に

関
す

る
課

題
、

洪
水

時
の

効
果

を
持

続
さ

せ
る

た
め

の
土

地
所

有
者

、
水

田
耕

作
者

等
の

協
力

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

・浸
水

範
囲

の
警

報
や

避
難

誘
導

等
に

関
す

る
防

災
の

あ
り

方
等

に
つ

い
て

関
係

者
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・浸
水

範
囲

の
警

報
や

避
難

誘
導

等
に

関
す

る
防

災
の

あ
り

方
等

に
つ

い
て

関
係

者
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・浸
水

範
囲

の
警

報
や

避
難

誘
導

等
に

関
す

る
防

災
の

あ
り

方
等

に
つ

い
て

関
係

者
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・浸
水

範
囲

の
警

報
や

避
難

誘
導

等
に

関
す

る
防

災
の

あ
り

方
等

に
つ

い
て

関
係

者
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

に
伴

い
土

砂
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

柔
軟

性

【遊
水

地
】

遊
水

地
は

貯
水

容
量

を
増

や
す

た
め

、
掘

削
方

式
で

あ
る

た
め

、
掘

削
等

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
は

で
き

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）か
さ

上
げ

）
】

・漆
沢

ダ
ム

を
さ

ら
に

か
さ

上
げ

に
し

て
容

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

技
術

的
に

可
能

で
あ

る
が

、
か

さ
上

げ
高

に
は

限
界

が
あ

る
。

ま
た

、
利

水
参

画
者

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）と

の
容

量
再

編
】

・筒
砂

子
ダ

ム
を

規
模

拡
大

し
て

容
量

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
技

術
的

に
可

能
で

あ
る

が
、

規
模

拡
大

に
は

限
界

が
あ

る
。

ま
た

、
利

水
参

画
者

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【二
線

堤
】

・二
線

堤
の

か
さ

上
げ

や
部

分
的

に
低

い
堤

防
と

二
線

堤
の

間
の

水
田

等
を

買
収

し
た

上
で

掘
削

が
考

え
ら

れ
る

が
、

道
路

等
の

施
設

管
理

者
や

土
地

所
有

者
の

協
力

が
必

要
と

な
る

こ
と

か
ら

、
柔

軟
に

対
応

す
る

こ
と

は
容

易
で

は
な

い
。

【宅
地

の
か

さ
上

げ
等

】
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

背
後

地
域

の
水

田
等

を
買

収
し

た
上

で
の

掘
削

や
宅

地
の

再
か

さ
上

げ
、

新
た

な
地

区
で

の
宅

地
の

か
さ

上
げ

が
考

え
ら

れ
る

が
、

道
路

等
の

施
設

管
理

者
や

土
地

所
有

者
の

協
力

が
必

要
に

な
る

こ
と

か
ら

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
は

容
易

で
は

な
い

。

【宅
地

の
か

さ
上

げ
等

】
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

背
後

地
域

の
水

田
等

を
買

収
し

た
上

で
の

掘
削

や
宅

地
の

再
か

さ
上

げ
、

新
た

な
地

区
で

の
宅

地
の

か
さ

上
げ

が
考

え
ら

れ
る

が
、

道
路

等
の

施
設

管
理

者
や

土
地

所
有

者
の

協
力

が
必

要
に

な
る

こ
と

か
ら

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
は

容
易

で
は

な
い

。

【雨
水

貯
留

施
設

等
の

流
域

対
策

】
・雨

水
貯

留
・浸

透
施

設
や

水
田

等
の

保
全

に
係

る
対

象
区

域
は

変
え

ら
れ

な
い

た
め

、
新

た
な

対
策

の
追

加
を

必
要

と
す

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
（
約

４
３

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
（
約

２
９

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
（
約

３
６

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
（
約

３
６

０
万

m
3
）は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
（約

３
６

０
万

m
3
）
は

治
水

対
策

案
①

よ
り

も
多

い
）。

【河
道

改
修

】
・河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
（約

１
２

０
万

m
3
）
は

治
水

対
策

案
①

と
同

程
度

）。

地
域

社
会
へ

の
影

響

●
事

業
地
及

び
そ
の

周
辺

へ
の

影
響
は

ど
の
程

度
か

・遊
水

地
を

全
面

的
に

掘
削

し
て

確
保

す
る

こ
と

は
、

農
業

収
益

減
な

ど
、

事
業

地
周

辺
の

経
済

を
支

え
る

農
業

活
動

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

想
定

さ
れ

る
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

か
ら

二
線

堤
ま

で
の

間
の

水
田

等
は

、
常

に
浸

水
の

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

営
農

意
欲

の
減

退
な

ど
事

業
地

域
周

辺
の

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

想
定

さ
れ

る
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
地

区
の

水
田

等
は

、
常

に
浸

水
の

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

営
農

意
欲

の
減

退
な

ど
事

業
地

域
周

辺
の

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

想
定

さ
れ

る
。

・部
分

的
に

低
い

堤
防

を
存

置
す

る
地

区
の

水
田

等
は

、
常

に
浸

水
の

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

営
農

意
欲

の
減

退
な

ど
事

業
地

域
周

辺
の

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

想
定

さ
れ

る
。

・原
石

山
工

事
や

付
替

道
路

工
事

に
よ

り
隣

接
す

る
地

区
で

一
部

土
地

の
改

変
を

行
う

こ
と

と
な

る
（筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
か

さ
上

げ
】

・約
10

ha
の

用
地

取
得

・林
道

付
替

え

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・約
14

0h
aの

用
地

取
得

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
え

【遊
水

地
】

・2
戸

の
家

屋
移

転
・約

60
h
aの

用
地

取
得

・県
道

等
の

付
替

え
、

道
路

乗
り

越
し

、
用

排
水

路
の

付
替

、
鉄

塔
の

移
設

【二
線

堤
】

・8
戸

の
家

屋
移

転
・約

40
h
aの

用
地

取
得

・県
道

等
の

付
替

え
、

道
路

乗
り

越
し

、
用

排
水

路
の

付
替

【宅
地

の
か

さ
上

げ
】

・約
25

0
戸

の
対

象
家

屋
等

の
か

さ
上

げ
【宅

地
の

か
さ

上
げ

】
・約

25
0
戸

の
対

象
家

屋
等

の
か

さ
上

げ

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

（漆
沢

ダ
ム

（
既

設
：
か

さ
上

げ
））

。
・湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
（
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

）。

・
河

道
改

修
に

伴
い

、
以

下
の

対
応

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
施

工
時

の
土

砂
運

搬
に

よ
り

、
必

要
に

応
じ

騒
音

・振
動

対
策

等
が

必
要

に
な

る
。

・河
道

改
修

に
伴

い
、

以
下

の
対

応
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

施
工

時
の

土
砂

運
搬

に
よ

り
、

必
要

に
応

じ
騒

音
・振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。

・河
道

改
修

に
伴

い
、

以
下

の
対

応
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

施
工

時
の

土
砂

運
搬

に
よ

り
、

必
要

に
応

じ
騒

音
・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。

・河
道

改
修

に
伴

い
、

以
下

の
対

応
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

施
工

時
の

土
砂

運
搬

に
よ

り
、

必
要

に
応

じ
騒

音
・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。

・河
道

改
修

に
伴

い
、

以
下

の
対

応
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

施
工

時
の

土
砂

運
搬

に
よ

り
、

必
要

に
応

じ
騒

音
・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。

・河
道

改
修

に
伴

い
、

以
下

の
対

応
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

施
工

時
の

土
砂

運
搬

に
よ

り
、

必
要

に
応

じ
騒

音
・
振

動
対

策
等

が
必

要
に

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
約

14
0
戸

の
家

屋
移

転
・
約

8h
aの

用
地

取
得

・
約

43
0
万

㎥
の

掘
削

土
砂

運
搬

・
2橋

の
橋

梁
架

替
え

【河
道

改
修

】
・約

14
0
戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

・約
29

0
万

㎥
の

掘
削

土
砂

運
搬

・2
橋

の
橋

梁
架

替
え

【河
道

改
修

】
・約

14
0
戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

・約
36

0
万

㎥
の

掘
削

土
砂

運
搬

・2
橋

の
橋

梁
架

替
え

【河
道

改
修

】
・約

14
0
戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

・約
36

0
万

㎥
の

掘
削

土
砂

運
搬

・2
橋

の
橋

梁
架

替
え

【河
道

改
修

】
・約

14
0
戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

・約
36

0
万

㎥
の

掘
削

土
砂

運
搬

・2
橋

の
橋

梁
架

替
え

【河
道

改
修

】
・約

14
0戸

の
家

屋
移

転
・約

8h
aの

用
地

取
得

・約
12

0万
㎥

の
掘

削
土

砂
運

搬
・2

橋
の

橋
梁

架
替

え

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

※
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

設
計

等
の

進
捗

に
よ

り
変

更
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

流
域

を
中

心
と

し
た

治
水

対
策

●
地

球
温
暖

化
に
伴

う
気

候
変

化
や
社

会
環

境
の

変
化
な

ど
、
将

来
の
不

確
実

性
に

対
す
る

柔
軟
性

は
ど

う
か

組
合

せ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
治
水

対
策
案

と
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
実
施

内
容
の

概
要

評
価

軸
と
評

価
の
考

え
方



  

5-13

表
 5

-1
0 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
⑨
）

現
計

画
（
河

川
整

備
計

画
）

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
し

た
治

水
対

策
既

設
ダ

ム
の

活
用

と
検

証
対

象
ダ

ム
の

再
編

①
⑫

②
③

④
⑤

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

案
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

案

・鳴
瀬

川
総

合
開

発
（田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・筒
砂

子
ダ

ム

（統
合

・効
率

化
）

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

・
鳴

瀬
川

総
合

開
発

（田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

）
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

地
域
社

会
へ
の

影
響

●
地
域
振

興
等
に

対
し
て

ど
の
よ
う

な
効
果

が
あ
る

か

・ダ
ム

湖
（田

川
ダ

ム
、

筒
砂

子
ダ

ム
）を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

・ダ
ム

湖
（筒

砂
子

ダ
ム

）を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
・
ダ

ム
湖

（田
川

ダ
ム

）を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
・ダ

ム
湖

（筒
砂

子
ダ

ム
）を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

・ダ
ム

湖
（筒

砂
子

ダ
ム

）を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
・
ダ

ム
湖

（筒
砂

子
ダ

ム
）を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

・下
流

地
域

で
は

、
河

川
改

修
と

あ
わ

せ
た

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

・下
流

地
域

で
は

、
河

川
改

修
と

あ
わ

せ
た

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

・
下

流
地

域
で

は
、

河
川

改
修

と
あ

わ
せ

た
治

水
安

全
度

の
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

顕
在

化
の

契
機

に
は

な
り

得
る

。

・下
流

地
域

で
は

、
河

川
改

修
と

あ
わ

せ
た

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

・下
流

地
域

で
は

、
河

川
改

修
と

あ
わ

せ
た

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

・
下

流
地

域
で

は
、

河
川

改
修

と
あ

わ
せ

た
治

水
安

全
度

の
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

顕
在

化
の

契
機

に
は

な
り

得
る

。

●
地
域
間

の
利
害

の
衡
平

へ
の
配
慮

が
な
さ

れ
て
い

る
か

・田
川

ダ
ム

＋
洪

水
導

水
路

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）と

の
容

量
再

編
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
＋

洪
水

導
水

路
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
と

の
容

量
再

編
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
現

河
川

整
備

計
画

は
、

他
流

域
か

ら
の

洪
水

量
を

鳴
瀬

川
で

受
け

入
れ

る
治

水
対

策
で

、
当

地
域

の
歴

史
的

背
景

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
、

現
河

川
整

備
計

画
（治

水
対

策
案

①
）よ

り
も

河
道

配
分

流
量

が
増

大
す

る
た

め
、

地
域

の
合

意
が

必
要

。

・現
河

川
整

備
計

画
は

、
他

流
域

か
ら

の
洪

水
量

を
鳴

瀬
川

で
受

け
入

れ
る

治
水

対
策

で
、

当
地

域
の

歴
史

的
背

景
に

沿
っ

た
も

の
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
現

河
川

整
備

計
画

（
治

水
対

策
案

①
）よ

り
も

河
道

配
分

流
量

が
増

大
す

る
た

め
、

地
域

の
合

意
が

必
要

。

・現
河

川
整

備
計

画
は

、
他

流
域

か
ら

の
洪

水
量

を
鳴

瀬
川

で
受

け
入

れ
る

治
水

対
策

で
、

当
地

域
の

歴
史

的
背

景
に

沿
っ

た
も

の
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
現

河
川

整
備

計
画

（治
水

対
策

案
①

）よ
り

も
河

道
配

分
流

量
が

増
大

す
る

た
め

、
地

域
の

合
意

が
必

要
。

・河
道

改
修

は
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

揮
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

の
利

害
の

不
衡

平
は

生
じ

な
い

。

・河
道

改
修

は
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

揮
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

の
利

害
の

不
衡

平
は

生
じ

な
い

。

・
河

道
改

修
は

整
備

箇
所

と
効

果
が

発
揮

す
る

範
囲

が
概

ね
一

致
す

る
た

め
、

下
流

か
ら

順
次

河
川

整
備

を
進

め
る

限
り

、
地

域
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

・河
道

改
修

は
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

揮
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

の
利

害
の

不
衡

平
は

生
じ

な
い

。

・河
道

改
修

は
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

揮
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

の
利

害
の

不
衡

平
は

生
じ

な
い

。

・
河

道
改

修
は

整
備

箇
所

と
効

果
が

発
揮

す
る

範
囲

が
概

ね
一

致
す

る
た

め
、

下
流

か
ら

順
次

河
川

整
備

を
進

め
る

限
り

、
地

域
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

環
境
へ

の
影
響

●
水
環
境

に
対
し

て
ど
の

よ
う
な
影

響
が
あ

る
か

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

水
温

の
変

化
、

富
栄

養
化

等
の

可
能

性
が

あ
り

、
選

択
取

水
設

備
等

の
環

境
保

全
措

置
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

水
温

の
変

化
、

富
栄

養
化

等
の

可
能

性
が

あ
り

、
選

択
取

水
設

備
等

の
環

境
保

全
措

置
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

水
温

の
変

化
、

富
栄

養
化

等
の

可
能

性
が

あ
り

、
選

択
取

水
設

備
等

の
環

境
保

全
措

置
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

水
温

の
変

化
、

富
栄

養
化

等
の

可
能

性
が

あ
り

、
選

択
取

水
設

備
等

の
環

境
保

全
措

置
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

後
の

ダ
ム

下
流

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
で

は
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）の
容

量
再

編
】

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）の
容

量
再

編
に

よ
る

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

】
・
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

に
よ

る
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【河

道
改

修
】

・河
道

改
修

に
よ

り
、

水
量

や
水

質
に

変
化

は
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【河

道
改

修
】

・河
道

改
修

に
よ

り
、

水
量

や
水

質
に

変
化

は
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
生
物
の

多
様
性

の
確
保

及
び
流
域

の
自
然

環
境
全

体
に
ど
の

よ
う
な

影
響
が

あ
る
か

【田
川

ダ
ム

】0
.7

㎞
2（

湛
水

面
積

）
・動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】1

.5
㎞

2（
湛

水
面

積
）

・動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】0

.7
㎞

2（
湛

水
面

積
）

・
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】1

.2
㎞

2（
湛

水
面

積
）

・確
認

さ
れ

た
植

物
に

は
、

貴
重

種
は

含
ま

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
消

失
す

る
森

林
群

落
や

植
物

群
落

に
も

貴
重

な
群

落
は

な
く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】1

.3
㎞

2（
湛

水
面

積
）

・動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
1.

4㎞
2（

湛
水

面
積

）
・
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】1

.2
㎞

2（
湛

水
面

積
）

・確
認

さ
れ

た
植

物
に

は
、

貴
重

種
は

含
ま

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
消

失
す

る
森

林
群

落
や

植
物

群
落

に
も

貴
重

な
群

落
は

な
く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）の
容

量
再

編
】

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）の
容

量
再

編
に

よ
り

、
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

】
・
漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】河
道

掘
削

　
約

50
ha

（約
12

0万
m

3）
・河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】河
道

掘
削

　
約

50
ha

（約
1
20

万
m

3
）

・河
道

掘
削

等
に

よ
り

、
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
、

掘
削

断
面

の
工

夫
等

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】河

道
掘

削
　

約
80

ha
（約

36
0
万

m
3）

・
河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

な
お

、
治

水
対

策
案

①
に

比
較

し
掘

削
規

模
が

大
き

い
た

め
、

規
模

に
応

じ
た

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

改
修

】河
道

掘
削

　
約

70
ha

（約
27

0万
m

3）
・河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

な
お

、
治

水
対

策
案

①
に

比
較

し
掘

削
規

模
が

大
き

い
た

め
、

規
模

に
応

じ
た

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

改
修

】河
道

掘
削

　
約

60
ha

（約
1
90

万
m

3
）

・河
道

掘
削

等
に

よ
り

、
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
、

掘
削

断
面

の
工

夫
等

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
な

お
、

治
水

対
策

案
①

に
比

較
し

掘
削

規
模

が
大

き
い

た
め

、
規

模
に

応
じ

た
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】河

道
掘

削
　

約
50

ha
（約

12
0万

m
3）

・
河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

検
証

対
象

ダ
ム

の
再

編

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
治

水
対
策

案
と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
実

施
内
容

の
概
要

評
価
軸

と
評
価

の
考
え

方
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表
 5

-1
1 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節

⑩
）

河
道

改
修

に
よ

る
治

水
対

策
新

た
な

施
設

に
よ

る
治

水
対

策

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

河
道

掘
削

案
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
案

二
線

堤
＋

河
道

掘
削

案
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

案
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
＋

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

＋
雨

水
貯

留
＋

水
田

等
の

保
全

案

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・
遊

水
地

（
２

遊
水

地
）

・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
二

線
堤

＋
土

地
利

用
規

制
・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）か

さ
上

げ
・
部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）の

容
量

再
編

・
雨

水
貯

留
・浸

透
施

設
＋

水
田

等
の

保
全

・鳴
瀬

川
（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

地
域
社

会
へ

の
影

響

●
地
域

振
興

等
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

･遊
水

地
内

の
土

地
に

つ
い

て
は

、
買

収
し

た
上

で
計

画
的

に
湛

水
さ

せ
る

こ
と

と
な

る
た

め
、

土
地

利
用

の
自

由
度

は
限

定
さ

れ
る

。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
か

ら
二

線
堤

ま
で

の
区

域
に

つ
い

て
は

、
土

地
利

用
上

、
大

き
な

制
約

と
な

る
。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
置

す
る

区
間

の
背

後
地

域
に

つ
い

て
は

、
土

地
利

用
上

、
大

き
な

制
約

と
な

る
。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
置

す
る

区
間

の
背

後
地

域
に

つ
い

て
は

、
土

地
利

用
上

、
大

き
な

制
約

と
な

る
。

・
ダ

ム
湖

（筒
砂

子
ダ

ム
）
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

・河
川

改
修

に
よ

る
治

水
安

全
度

の
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

顕
在

化
の

契
機

に
は

な
り

得
る

。

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

・
下

流
地

域
で

は
、

河
川

改
修

と
あ

わ
せ

た
治

水
安

全
度

の
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

顕
在

化
の

契
機

に
は

な
り

得
る

。

・
下

流
地

域
で

は
、

河
川

改
修

と
あ

わ
せ

た
治

水
安

全
度

の
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

顕
在

化
の

契
機

に
は

な
り

得
る

。

●
地
域

間
の

利
害

の
衡

平
へ

の
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
る

か

・
遊

水
地

で
は

建
設

地
付

近
で

用
地

の
提

供
等

を
伴

い
、

受
益

地
が

下
流

域
で

あ
る

の
が

一
般

的
で

あ
る

。
・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）を

か
さ

上
げ

す
る

場
合

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

及
び

漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
と

の
容

量
再

編
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
新

た
に

遊
水

地
を

整
備

す
る

地
域

で
は

、
従

来
か

ら
堤

防
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

た
地

域
に

計
画

的
に

湛
水

さ
せ

る
た

め
、

土
地

利
用

の
自

由
度

が
限

定
的

に
な

る
こ

と
か

ら
、

下
流

域
周

辺
地

域
と

の
間

で
利

害
の

衡
平

に
係

る
調

整
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
置

す
る

地
区

は
、

周
辺

地
区

に
比

較
し

て
浸

水
の

危
険

性
が

高
く
な

る
。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
置

す
る

地
区

は
、

周
辺

地
区

に
比

較
し

て
浸

水
の

危
険

性
が

高
く
な

る
。

・
部

分
的

に
低

い
堤

防
を

存
置

す
る

地
区

は
、

周
辺

地
区

に
比

較
し

て
浸

水
の

危
険

性
が

高
く
な

る
。

・
当

該
地

域
で

は
隣

接
流

域
も

含
め

た
地

域
全

体
で

こ
れ

ま
で

の
治

水
対

策
が

行
わ

れ
て

き
た

歴
史

的
背

景
か

ら
、

鳴
瀬

川
沿

川
の

一
部

で
浸

水
の

危
険

性
が

高
ま

る
治

水
対

策
が

地
域

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

の
は

困
難

と
想

定
さ

れ
る

。

・
当

該
地

域
で

は
隣

接
流

域
も

含
め

た
地

域
全

体
で

こ
れ

ま
で

の
治

水
対

策
が

行
わ

れ
て

き
た

歴
史

的
背

景
か

ら
、

鳴
瀬

川
沿

川
の

一
部

で
浸

水
の

危
険

性
が

高
ま

る
治

水
対

策
が

地
域

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

の
は

困
難

と
想

定
さ

れ
る

。

・
当

該
地

域
で

は
隣

接
流

域
も

含
め

た
地

域
全

体
で

こ
れ

ま
で

の
治

水
対

策
が

行
わ

れ
て

き
た

歴
史

的
背

景
か

ら
、

鳴
瀬

川
沿

川
の

一
部

で
浸

水
の

危
険

性
が

高
ま

る
治

水
対

策
が

地
域

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

の
は

困
難

と
想

定
さ

れ
る

。

・
雨

水
貯

留
施

設
等

や
水

田
等

の
保

全
に

よ
る

流
域

対
策

の
対

象
区

域
と

受
益

す
る

関
係

者
と

の
間

で
、

利
害

の
衡

平
に

係
わ

る
調

整
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

。

・現
河

川
整

備
計

画
は

、
他

流
域

か
ら

の
洪

水
量

を
鳴

瀬
川

で
受

け
入

れ
る

治
水

対
策

で
、

当
地

域
の

歴
史

的
背

景
に

沿
っ

た
も

の
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
現

河
川

整
備

計
画

（治
水

対
策

案
①

）
よ

り
も

河
道

配
分

流
量

が
増

大
す

る
た

め
、

地
域

の
合

意
が

必
要

。

・
現

河
川

整
備

計
画

は
、

他
流

域
か

ら
の

洪
水

量
を

鳴
瀬

川
で

受
け

入
れ

る
治

水
対

策
で

、
当

地
域

の
歴

史
的

背
景

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
、

現
河

川
整

備
計

画
（治

水
対

策
案

①
）

よ
り

も
河

道
配

分
流

量
が

増
大

す
る

た
め

、
地

域
の

合
意

が
必

要
。

・
現

河
川

整
備

計
画

は
、

他
流

域
か

ら
の

洪
水

量
を

鳴
瀬

川
で

受
け

入
れ

る
治

水
対

策
で

、
当

地
域

の
歴

史
的

背
景

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
、

現
河

川
整

備
計

画
（治

水
対

策
案

①
）

よ
り

も
河

道
配

分
流

量
が

増
大

す
る

た
め

、
地

域
の

合
意

が
必

要
。

・
現

河
川

整
備

計
画

は
、

他
流

域
か

ら
の

洪
水

量
を

鳴
瀬

川
で

受
け

入
れ

る
治

水
対

策
で

、
当

地
域

の
歴

史
的

背
景

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
、

現
河

川
整

備
計

画
（治

水
対

策
案

①
）

よ
り

も
河

道
配

分
流

量
が

増
大

す
る

た
め

、
地

域
の

合
意

が
必

要
。

・
現

河
川

整
備

計
画

は
、

他
流

域
か

ら
の

洪
水

量
を

鳴
瀬

川
で

受
け

入
れ

る
治

水
対

策
で

、
当

地
域

の
歴

史
的

背
景

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
。

よ
っ

て
、

現
河

川
整

備
計

画
（治

水
対

策
案

①
）

よ
り

も
河

道
配

分
流

量
が

増
大

す
る

た
め

、
地

域
の

合
意

が
必

要
。

・河
道

改
修

は
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

揮
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

の
利

害
の

不
衡

平
は

生
じ

な
い

。

・
河

道
改

修
は

整
備

箇
所

と
効

果
が

発
揮

す
る

範
囲

が
概

ね
一

致
す

る
た

め
、

下
流

か
ら

順
次

河
川

整
備

を
進

め
る

限
り

、
地

域
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

・
河

道
改

修
は

整
備

箇
所

と
効

果
が

発
揮

す
る

範
囲

が
概

ね
一

致
す

る
た

め
、

下
流

か
ら

順
次

河
川

整
備

を
進

め
る

限
り

、
地

域
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

・
河

道
改

修
は

整
備

箇
所

と
効

果
が

発
揮

す
る

範
囲

が
概

ね
一

致
す

る
た

め
、

下
流

か
ら

順
次

河
川

整
備

を
進

め
る

限
り

、
地

域
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

・
河

道
改

修
は

整
備

箇
所

と
効

果
が

発
揮

す
る

範
囲

が
概

ね
一

致
す

る
た

め
、

下
流

か
ら

順
次

河
川

整
備

を
進

め
る

限
り

、
地

域
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

・
河

道
改

修
は

整
備

箇
所

と
効

果
が

発
揮

す
る

範
囲

が
概

ね
一

致
す

る
た

め
、

下
流

か
ら

順
次

河
川

整
備

を
進

め
る

限
り

、
地

域
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

環
境
へ

の
影

響

●
水
環

境
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

【
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）か

さ
上

げ
】

・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）の

か
さ

上
げ

に
よ

り
、

水
温

が
変

化
す

可
能

性
が

あ
り

、
環

境
保

全
措

置
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

後
の

ダ
ム

下
流

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
で

は
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る

【
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）の

容
量

再
編

】
・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）の

容
量

再
編

に
よ

る
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
り

、
水

量
や

水
質

に
変

化
は

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
生
物

の
多

様
性

の
確

保
及

び
流

域
の

自
然

環
境

全
体

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

【
遊

水
地

】
0.

6㎞
2
（湛

水
面

積
）

・
現

状
で

水
田

等
が

広
が

る
地

域
で

周
囲

堤
の

築
堤

及
び

地
内

掘
削

に
よ

り
一

部
の

水
田

が
消

失
し

、
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
二

線
堤

】
・
現

状
で

水
田

等
が

広
が

る
地

域
で

二
線

堤
の

築
堤

箇
所

で
は

、
一

部
の

水
田

等
が

消
失

し
、

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）か

さ
上

げ
】
0.

1㎞
2増

（
湛

水
面

積
）

・
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】1
.4

㎞
2（

湛
水

面
積

）
・
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る

【
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）の

容
量

再
編

】
・
漆

沢
ダ

ム
（
既

設
）の

容
量

再
編

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

改
修

】河
道

掘
削

　
約

80
ha

（
約

43
0万

m
3
）

・河
道

掘
削

等
に

よ
り

、
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
、

掘
削

断
面

の
工

夫
等

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
な

お
、

治
水

対
策

案
①

に
比

較
し

掘
削

規
模

が
大

き
い

た
め

、
規

模
に

応
じ

た
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】河

道
掘

削
　

約
70

ha
（
約

29
0万

m
3
）

・
河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

な
お

、
治

水
対

策
案

①
に

比
較

し
掘

削
規

模
が

大
き

い
た

め
、

規
模

に
応

じ
た

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】河

道
掘

削
　

約
80

ha
（
約

36
0万

m
3）

・
河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

な
お

、
治

水
対

策
案

①
に

比
較

し
掘

削
規

模
が

大
き

い
た

め
、

規
模

に
応

じ
た

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】河

道
掘

削
　

約
80

h
a（

約
36

0万
m

3）
・
河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

な
お

、
治

水
対

策
案

①
に

比
較

し
掘

削
規

模
が

大
き

い
た

め
、

規
模

に
応

じ
た

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】河

道
掘

削
　

約
80

h
a（

約
36

0
万

m
3）

・
河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

な
お

、
治

水
対

策
案

①
に

比
較

し
掘

削
規

模
が

大
き

い
た

め
、

規
模

に
応

じ
た

環
境

保
全

措
置

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】河

道
掘

削
　

約
50

h
a（

約
12

0
万

m
3）

・
河

道
掘

削
等

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

、
掘

削
断

面
の

工
夫

等
環

境
保

全
措

置
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

流
域

を
中

心
と

し
た

治
水

対
策

組
合

せ

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

治
水

対
策

案
と

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価
軸

と
評

価
の

考
え

方

 



  

5-15

表
 5

-1
2 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
⑪
）

現
計

画
（河

川
整

備
計

画
）

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
し

た
治

水
対

策
既

設
ダ

ム
の

活
用

と
検

証
対

象
ダ

ム
の

再
編

①
⑫

②
③

④
⑤

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

田
川

ダ
ム

及
び

洪
水

導
水

路
＋

河
道

掘
削

案
筒

砂
子

ダ
ム

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
及

び
洪

水
導

水
路

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

案

・鳴
瀬

川
総

合
開

発
（田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・筒
砂

子
ダ

ム

（統
合

・効
率

化
）

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
の

容
量

再
編

・鳴
瀬

川
総

合
開

発
（田

川
ダ

ム
＋

洪
水

導
水

路
）

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

の
追

加
・鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

＋
洪

水
導

水
路

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・
鳴

瀬
川

（
知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）の

容
量

再
編

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
鳴

瀬
川

（
大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）：

河
道

掘
削

＋
築

堤

環
境
へ

の
影
響

●
土
砂
流

動
は
ど

う
変
化

し
、
下
流

河
川
・

海
岸
に

ど
の
よ
う

に
影
響

す
る
か

【田
川

ダ
ム

、
筒

砂
子

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・現
計

画
の

筒
砂

子
ダ

ム
と

比
較

し
て

、
ダ

ム
貯

水
池

内
で

洪
水

が
滞

留
す

る
時

間
は

長
く
な

る
と

考
え

ら
れ

、
下

流
へ

の
土

砂
供

給
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

そ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
現

計
画

の
筒

砂
子

ダ
ム

と
比

較
し

て
、

ダ
ム

貯
水

池
内

で
洪

水
が

滞
留

す
る

時
間

は
長

く
な

る
と

考
え

ら
れ

、
下

流
へ

の
土

砂
供

給
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

そ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・現
計

画
の

筒
砂

子
ダ

ム
と

比
較

し
て

、
ダ

ム
貯

水
池

内
で

洪
水

が
滞

留
す

る
時

間
は

長
く
な

る
と

考
え

ら
れ

、
下

流
へ

の
土

砂
供

給
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

そ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・田
川

及
び

鳴
瀬

川
で

は
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

河
床

高
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
の

容
量

再
編

】
・容

量
再

編
に

よ
り

、
平

常
時

に
流

水
を

貯
留

せ
ず

、
ま

た
洪

水
時

に
は

貯
水

池
内

で
洪

水
が

滞
留

す
る

時
間

が
長

く
な

る
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
下

流
へ

の
土

砂
供

給
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・田
川

及
び

鳴
瀬

川
で

は
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

河
床

高
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・鳴

瀬
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
鳴

瀬
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）の
容

量
再

編
】

・容
量

再
編

に
よ

り
、

平
常

時
に

流
水

を
貯

留
せ

ず
、

ま
た

洪
水

時
に

は
貯

水
池

内
で

洪
水

が
滞

留
す

る
時

間
が

長
く
な

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

下
流

へ
の

土
砂

供
給

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・鳴
瀬

川
で

は
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

河
床

高
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・鳴

瀬
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
12

0
万

m
3）

。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
1
20

万
m

3）
。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
36

0
万

m
3）

。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（
な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
27

0
万

m
3）

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
19

0
万

m
3）

。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
12

0
万

m
3）

。

●
景
観
、

人
と
自

然
と
の

豊
か
な
ふ

れ
あ
い

に
ど
の

よ
う
な
影

響
が
あ

る
か

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

を
小

限
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

を
小

限
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
の

容
量

再
編

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）の
容

量
再

編
】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（
既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

●
そ
の
他

検
証

対
象

ダ
ム

の
再

編

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
治
水

対
策
案

と
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
実
施

内
容
の

概
要

評
価
軸

と
評
価

の
考
え

方
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表
 5

-1
3 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
洪
水
調
節
⑫
）

河
道

改
修

に
よ

る
治

水
対

策
新

た
な

施
設

に
よ

る
治

水
対

策

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

河
道

掘
削

案
遊

水
地

＋
河

道
掘

削
案

二
線

堤
＋

河
道

掘
削

案
宅

地
か

さ
上

げ
＋

河
道

掘
削

案
漆

沢
ダ

ム
か

さ
上

げ
＋

宅
地

か
さ

上
げ

＋
河

道
掘

削
案

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
と

漆
沢

ダ
ム

と
の

容
量

再
編

＋
雨

水
貯

留
＋

水
田

等
の

保
全

案

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
・遊

水
地

（２
遊

水
地

）
・鳴

瀬
川

（知
事

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

二
線

堤
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
土

地
利

用
規

制
・鳴

瀬
川

（大
臣

管
理

区
間

）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
か

さ
上

げ
・部

分
的

に
低

い
堤

防
の

存
置

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・ピ
ロ

テ
ィ

建
築

等
＋

土
地

利
用

規
制

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
の

追
加

・鳴
瀬

川
（知

事
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
・漆

沢
ダ

ム
（既

設
）
の

容
量

再
編

・雨
水

貯
留

・浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・鳴
瀬

川
（大

臣
管

理
区

間
）
：河

道
掘

削
＋

築
堤

環
境

へ
の
影

響

●
土
砂
流

動
は
ど

う
変
化

し
、
下
流

河
川
・

海
岸
に

ど
の
よ
う

に
影
響

す
る
か

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
か

さ
上

げ
】

・現
状

の
漆

沢
ダ

ム
と

比
較

し
て

、
ダ

ム
貯

水
池

内
で

洪
水

が
滞

留
す

る
時

間
は

長
く
な

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
か

さ
上

げ
後

の
平

常
時

の
水

位
は

現
状

と
変

わ
ら

な
い

こ
と

か
ら

、
下

流
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・現
計

画
の

筒
砂

子
ダ

ム
と

比
較

し
て

、
ダ

ム
貯

水
池

内
で

洪
水

が
滞

留
す

る
時

間
は

長
く
な

る
と

考
え

ら
れ

、
下

流
へ

の
土

砂
供

給
が

変
化

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

そ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
の

容
量

再
編

】
・容

量
再

編
に

よ
り

、
平

常
時

に
流

水
を

貯
留

せ
ず

、
ま

た
洪

水
時

に
は

貯
水

池
内

で
洪

水
が

滞
留

す
る

時
間

が
長

く
な

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

下
流

へ
の

土
砂

供
給

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・鳴
瀬

川
で

は
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

河
床

高
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
43

0万
m

3）
。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
29

0万
m

3）
。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
36

0万
m

3）
。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
36

0万
m

3）
。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
36

0万
m

3）
。

【河
道

改
修

】
・河

道
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

再
び

土
砂

が
堆

積
す

る
場

合
は

、
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
（な

お
、

河
道

掘
削

量
は

約
12

0万
m

3）
。

●
景
観
、

人
と
自

然
と
の

豊
か
な
ふ

れ
あ
い

に
ど
の

よ
う
な
影

響
が
あ

る
か

【遊
水

地
】

・現
状

で
水

田
等

が
広

が
る

地
区

に
対

し
て

、
周

囲
堤

と
水

田
等

か
ら

な
る

遊
水

地
に

な
り

、
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【二
線

堤
】

・現
状

で
水

田
等

が
広

が
る

地
区

に
対

し
て

、
二

線
堤

が
築

造
さ

れ
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
か

さ
上

げ
】

・ダ
ム

堤
体

の
か

さ
上

げ
や

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【漆
沢

ダ
ム

（既
設

）
の

容
量

再
編

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・築
堤

（既
存

暫
定

堤
防

の
か

さ
上

げ
）及

び
河

道
掘

削
に

よ
り

、
現

堤
防

に
沿

っ
た

範
囲

及
び

高
水

敷
に

お
い

て
景

観
の

変
化

が
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

・築
堤

（既
存

暫
定

堤
防

の
か

さ
上

げ
）及

び
河

道
掘

削
に

よ
り

、
現

堤
防

に
沿

っ
た

範
囲

及
び

高
水

敷
に

お
い

て
景

観
の

変
化

が
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

改
修

】
・築

堤
（既

存
暫

定
堤

防
の

か
さ

上
げ

）及
び

河
道

掘
削

に
よ

り
、

現
堤

防
に

沿
っ

た
範

囲
及

び
高

水
敷

に
お

い
て

景
観

の
変

化
が

想
定

さ
れ

る
。

●
そ
の
他

【遊
水

地
】

・遊
水

地
に

お
い

て
は

、
洪

水
発

生
後

、
洪

水
で

運
ば

れ
た

土
砂

や
ゴ

ミ
等

の
処

理
が

必
要

と
な

る
。

【部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
】

・部
分

的
に

低
い

堤
防

か
ら

新
た

な
堤

防
（二

線
堤

）ま
で

の
地

域
に

お
い

て
は

、
洪

水
発

生
後

、
洪

水
で

運
ば

れ
た

土
砂

や
ゴ

ミ
等

の
処

理
が

必
要

と
な

る
。

【部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
】

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
に

よ
る

浸
水

予
定

区
域

に
お

い
て

は
、

洪
水

発
生

後
、

洪
水

で
運

ば
れ

た
土

砂
や

ゴ
ミ

等
の

処
理

が
必

要
と

な
る

。

【部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
】

・部
分

的
に

低
い

堤
防

の
存

置
に

よ
る

浸
水

予
定

区
域

に
お

い
て

は
、

洪
水

発
生

後
、

洪
水

で
運

ば
れ

た
土

砂
や

ゴ
ミ

等
の

処
理

が
必

要
と

な
る

。

流
域

を
中

心
と

し
た

治
水

対
策

組
合

せ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
治
水

対
策
案

と
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
実
施

内
容
の

概
要

評
価

軸
と
評

価
の
考

え
方
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5.2.2  新規利水対策案の評価軸ごとの評価 

洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持の３つの目的を満足できる「３

つの目的を満足できる統合案」を 4.4.7 新規利水対策案の評価軸ごとの評価における 12 案

に追加し、計 13 案の新規利水対策案について、検証要領細目に示されている 6 つの評価軸

（表 4-35 参照）により評価を行った。その結果を表 5-15～表 5-30 に示す。 

 

表 5-14 新規利水対策案の名称 

分類 
評価軸ごとの評価における 

新規利水対策案の名称 

現計画 ①田川ダムと筒砂子ダム案 

３つの目的を満足できる統合した対策 ⑬３つの目的を満足できる統合案 

Ⅰ．田川ダムによる組合せ ②田川ダム規模拡大案 

Ⅱ．筒砂子ダムによる組合せ ③筒砂子ダム規模拡大案 

④田川ダムと中流部堰案 

⑤田川ダムとため池かさ上げ案 Ⅲ．田川ダムを中心とした組合せ 

⑥田川ダムと河道外調整池案 

⑦筒砂子ダムとため池かさ上げ案 

Ⅳ．筒砂子ダムを中心とした組合せ 

⑧筒砂子ダムと河道外調整池案 

Ⅴ．利水専用ダムによる組合せ ⑨利水専用ダム案 

Ⅵ．利水専用ダムを中心とした組合せ ⑩漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案 

Ⅶ．中流部堰を中心とした組合せ ⑪中流部堰と河道外調整池案 

Ⅷ．河道外貯留施設を中心とした組合せ ⑫河道外調整池案 

※「水源林の保全」、「渇水調整の強化」、「節水対策」は全ての案に含む
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表
 5

-1
5 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
①
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
⑬

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
（
統

合
・
効

率
化

）
筒

砂
子

ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

＋
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
利

水
参

画
者

に
対

し
、

開
発

量
と

し
て

何
m

3
/
s

必
要

か
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
算

出
が

妥
当

に
行

わ
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
そ

の
量

を
確

保
で

き
る

か

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
大

2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
大

1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
大

2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
大

1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
大

2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
大

1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
大

2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
大

1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
大

2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
大

1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
大

2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
大

1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
大

2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
大

1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
大

1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【
1
0
年

後
】

 ・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
中

流
部

堰
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
中

流
部

堰
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
孫

沢
た

め
池

の
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
孫

沢
た

め
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

 ・
田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）

へ
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（筒
砂

子
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）
へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・各
取

水
予

定
地

点
に

お
い

て
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）

へ
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
河

道
外

調
整

池
及

び
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

の
用

水
が

得
ら

れ
る

か
・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

目
標

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か
（
取

水
位

置
別

に
、

取
水

可
能

量
が

ど
の

よ
う

に
確

保
さ

れ
る

か
）

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方



  

5-19

表
 5

-1
6 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
②
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

漆
沢

ﾀﾞ
ﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
利

水
参

画
者

に
対

し
、

開
発

量
と

し
て

何
m

3/
s

必
要

か
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
算

出
が

妥
当

に
行

わ
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
そ

の
量

を
確

保
で

き

る
か

・利
水

参
画

（予
定

）者
が

必
要

と
す

る
か

ん
が

い
用

水
の

必
要

水
量

：代

か
き

期
大

23
.4

23
m

3/
s、

普
通

期
大

15
.6

24
m

3/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（必
要

水
量

に
は

既
得

用
水

：代
か

き
期

大
11

.8
00

m
3/

s、
普

通
期

大
10

.3
06

m
3/

sを
含

む
。

）

・利
水

参
画

（予
定

）者
が

必
要

と
す

る
か

ん
が

い
用

水
の

必
要

水
量

：代

か
き

期
大

23
.4

23
m

3/
s、

普
通

期
大

15
.6

24
m

3/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（必
要

水
量

に
は

既
得

用
水

：代
か

き
期

大
11

.8
00

m
3/

s、
普

通
期

大
10

.3
06

m
3/

sを
含

む
。

）

・利
水

参
画

（予
定

）者
が

必
要

と
す

る
か

ん
が

い
用

水
の

必
要

水
量

：代

か
き

期
大

23
.4

23
m

3/
s、

普
通

期
大

15
.6

24
m

3/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（必
要

水
量

に
は

既
得

用
水

：代
か

き
期

大
11

.8
00

m
3/

s、
普

通
期

大
10

.3
06

m
3/

sを
含

む
。

）

・利
水

参
画

（予
定

）者
が

必
要

と
す

る
か

ん
が

い
用

水
の

必
要

水
量

：代

か
き

期
大

23
.4

23
m

3/
s、

普
通

期
大

15
.6

24
m

3/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（必
要

水
量

に
は

既
得

用
水

：代
か

き
期

大
11

.8
00

m
3/

s、
普

通
期

大
10

.3
06

m
3/

sを
含

む
。

）

・利
水

参
画

（予
定

）者
が

必
要

と
す

る
か

ん
が

い
用

水
の

必
要

水
量

：代

か
き

期
大

23
.4

23
m

3/
s、

普
通

期
大

15
.6

24
m

3/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（必
要

水
量

に
は

既
得

用
水

：代
か

き
期

大
11

.8
00

m
3/

s、
普

通
期

大
10

.3
06

m
3/

sを
含

む
。

）

・利
水

参
画

（予
定

）者
が

必
要

と
す

る
か

ん
が

い
用

水
の

必
要

水
量

：代

か
き

期
大

23
.4

23
m

3/
s、

普
通

期
大

15
.6

24
m

3/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（必
要

水
量

に
は

既
得

用
水

：代
か

き
期

大
11

.8
00

m
3/

s、
普

通
期

大
10

.3
06

m
3/

sを
含

む
。

）

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【1
0年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

、
中

流
部

堰
及

び
た

め
池

の
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ

れ
る

。
【2

0年
後

】
・中

流
部

堰
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
及

び
た

め
池

の
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【2
0年

後
】

・筒
砂

子
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・河
道

外
調

整
池

は
完

成
し

、
水

供
給

が
可

能
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

 ・
利

水
専

用
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・利
水

専
用

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・孫
沢

た
め

池
の

か
さ

上
げ

及
び

漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・孫
沢

た
め

池
の

か
さ

上
げ

及
び

漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

は
事

業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・中
流

部
堰

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【2
0年

後
】

・中
流

部
堰

及
び

河
道

外
調

整
池

は
完

成
し

、
水

供
給

が
可

能
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【2
0年

後
】

・河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

一
部

施
設

に
つ

い
て

は
水

供
給

が
可

能
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

・各
取

水
予

定
地

点
に

お
い

て
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
（田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）へ

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・各
取

水
予

定
地

点
に

お
い

て
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
（田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）へ

は
、

河
道

外
調

整
池

及
び

導
水

路
を

新
設

す
る

こ
と

に
よ

り
、

必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・各
取

水
予

定
地

点
に

お
い

て
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
（田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）へ

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・各
取

水
予

定
地

点
に

お
い

て
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
の

既
設

ダ
ム

(漆
沢

ダ
ム

・二
ツ

石
ダ

ム
）の

補
給

区
域

を
見

直
し

及
び

導
水

路
、

不
足

す
る

分
を

漆
沢

ダ
ム

の
治

水
容

量
の

振
替

や
た

め
池

か
さ

上
げ

に
よ

り
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

・各
取

水
予

定
地

点
に

お
い

て
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
上

流
地

区
（筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）へ
は

、
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・各
取

水
予

定
地

点
に

お
い

て
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
上

流
地

区
（筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）へ
は

、
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・一
部

の
取

水
予

定
地

点
で

は
、

国
営

鳴
瀬

川
土

地
改

良
事

業
に

よ
り

、
取

水
施

設
が

完
成

し
、

需
要

が
発

生

し
て

い
る

。

・一
部

の
取

水
予

定
地

点
で

は
、

国
営

鳴
瀬

川
土

地
改

良
事

業
に

よ
り

、
取

水
施

設
が

完
成

し
、

需
要

が
発

生

し
て

い
る

。

・一
部

の
取

水
予

定
地

点
で

は
、

国
営

鳴
瀬

川
土

地
改

良
事

業
に

よ
り

、
取

水
施

設
が

完
成

し
、

需
要

が
発

生

し
て

い
る

。

・一
部

の
取

水
予

定
地

点
で

は
、

国
営

鳴
瀬

川
土

地
改

良
事

業
に

よ
り

、
取

水
施

設
が

完
成

し
、

需
要

が
発

生

し
て

い
る

。

・一
部

の
取

水
予

定
地

点
で

は
、

国
営

鳴
瀬

川
土

地
改

良
事

業
に

よ
り

、
取

水
施

設
が

完
成

し
、

需
要

が
発

生

し
て

い
る

。

・一
部

の
取

水
予

定
地

点
で

は
、

国
営

鳴
瀬

川
土

地
改

良
事

業
に

よ
り

、
取

水
施

設
が

完
成

し
、

需
要

が
発

生

し
て

い
る

。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

の
用

水
が

得
ら

れ
る

か
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。

目
標

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か
（取

水
位

置
別

に
、

取
水

可
能

量
が

ど
の

よ
う

に
確

保
さ

れ
る

か
）

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方
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表
 5

-1
7 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
③
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

⑬
３

つ
の

目
的

を
満

足
で

き
る

統
合

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［現
計

画
］

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）

＋
導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

約
１

５
０

億
円

約
１

０
０

億
円

約
１

４
０

億
円

約
１

２
０

億
円

約
１

８
０

億
円

約
２

２
０

億
円

約
２

２
０

億
円

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

１
１

０
百

万
円

／
年

約
４

３
百

万
円

／
年

約
８

５
百

万
円

／
年

約
５

７
百

万
円

／
年

約
１

２
０

百
万

円
／

年
約

７
０

百
万

円
／

年
約

８
１

百
万

円
／

年

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
(費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

)

・筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

31
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
(費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

)

・筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

31
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

31
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

31
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・発
生

し
な

い
。

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

くら
い

か

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

くら
い

か

●
そ

の
他

の
費

用
（ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）は

ど
の

くら
い

か

コ
ス

ト

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
の

整
備

に
伴

う
新

規
利

水
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

中
流

部
堰

の
ほ

か
、

田
川

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
の

ほ
か

、
田

川
ダ

ム
の

整
備

に
伴

う
新

規
利

水
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

田
川

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

　 　
　

　
　

　
　

　
   

  　
　

　
新

規
利

水
対

策
案

と
   

   
   

   
  

 　
　

　
   

   
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
の

整
備

に
伴

う
新

規
利

水
分

を
計

上
し

た
。
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表
 5

-1
8 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
④
）

 

⑦
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

漆
沢

ﾀﾞ
ﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

約
４

５
０

億
円

約
４

０
０

億
円

約
４

４
０

億
円

約
７

６
０

億
円

約
４

８
０

億
円

約
４

７
０

億
円

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

約
８

４
百

万
円

／
年

約
７

６
百

万
円

／
年

約
６

６
百

万
円

／
年

約
５

５
百

万
円

／
年

約
１

１
０

百
万

円
／

年
約

６
０

百
万

円
／

年

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
(費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

)

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
(費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

)

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
(費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

)

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

61
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

61
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

61
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

●
そ

の
他

の
費

用
（ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）は

ど
の

く
ら

い
か

コ
ス

ト

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

中
流

部
堰

及
び

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
の

ほ
か

、
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

筒
砂

子
ダ

ム
の

整
備

に
伴

う
新

規
利

水
分

を
計

上
し

た
。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

漆
沢

ダ
ム

の
治

水
容

量
買

い
上

げ
に

よ
る

増
加

分
と

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
を

計
上

し
た

。
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表
 5

-1
9 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑤
）

 

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
⑬

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［現
計

画
］

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
+導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）
田

川
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）
＋

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対

策
案

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対

策
案

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
か

さ
上

げ
に

関
す

る
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か

実
現

性
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表
 5

-2
0 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑥
）

 

⑦
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

漆
沢

ﾀﾞ
ﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

し
て

い
る

。
【中

流
部

堰
】

・中
流

部
堰

は
、

国
有

地
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

と
の

調
整

は
必

要
な

い
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
か

さ
上

げ
に

関
し

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

へ
の

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

し
て

い
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・河
道

外
調

整
池

の
用

地
取

得
等

が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【利
水

専
用

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
か

さ
上

げ
に

関
し

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

へ
の

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

】
・治

水
容

量
買

い
上

げ
に

関
し

関
係

機
関

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
関

係
機

関
等

へ
の

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土

地
所

有
者

と
の

調
整

は
必

要
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

●
関

係
す

る
河

川
使

用

者
の

同
意

の
見

通
し

は
ど

う
か

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】

・中
流

部
堰

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・た

め
池

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】

・河
道

外
調

整
池

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【利
水

専
用

ダ
ム

】

・利
水

専
用

ダ
ム

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

】
・漆

沢
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】

・中
流

部
堰

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。
【河

道
外

調
整

池
】

・河
道

外
調

整
池

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【河
道

外
調

整
池

】

・河
道

外
調

整
池

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て
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る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か

実
現

性
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表
 5

-2
1 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑦
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
⑬

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［現
計

画
］

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
+導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）
田

川
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）
＋

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【田
川

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
【田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【田
川

ダ
ム

】
【田

川
ダ

ム
】

【田
川

ダ
ム

】

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・本

省
に

よ
る

対
応

方
針

等
の

決
定

を
受

け
、

完
成

ま
で

に
田

川
ダ

ム
は

約
15

年
、

筒
砂

子
ダ

ム
は

約
21

年
を

要
す

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
ま

で
に

約
22

年
を

要
す

る
。

・ 
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
ま

で
に

約
17

年
を

要
す

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
ま

で
に

約
21

年
を

要
す

る
。

・ 
田

川
ダ

ム
完

成
ま

で
に

約
15

年
、

中
流

部
堰

完
成

ま
で

に
約

12
年

を
要

す
る

。

・ 
田

川
ダ

ム
完

成
ま

で
に

約
15

年
、

孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
完

成
ま

で
に

約
22

年
を

要
す

る
。

・ 
田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
完

成
ま

で
に

約
15

年
を

要
す

る
。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

実
現

性

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

　 　
　

　
　

　
　

　
   

  　
　

　
新

規
利

水
対

策
案

と
   

   
   

   
   

　
　

　
   

   
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方
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表
 5

-2
2 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑧
）

 

⑦
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

漆
沢

ﾀﾞ
ﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【筒
砂

子
ダ

ム
】

【筒
砂

子
ダ

ム
】

【利
水

専
用

ダ
ム

】

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・ 

筒
砂

子
ダ

ム
完

成
ま

で
に

約
21

年
、

中
流

部
堰

完
成

ま
で

に
約

12
年

、
孫

沢
・長

沼
た

め
池

か
さ

上
げ

完
成

ま
で

に
約

22
年

を
要

す
る

。

・ 
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

21
年

、
河

道
外

調
整

池
完

成
ま

で
に

約
18

年
を

要
す

る
。

・ 
利

水
専

用
ダ

ム
の

完
成

ま
で

に
約

22
年

を
要

す
る

。
・ 

孫
沢

・長
沼

た
め

池
か

さ
上

げ
完

成
ま

で
に

約
22

年
要

す
る

。
・漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
に

伴
い

、
治

水
代

替
施

設
の

整
備

（河
道

改
修

）を
行

う
必

要
が

あ
る

た
め

、
完

成
ま

で
に

約
29

年
を

要
す

る
。

・ 
中

流
部

堰
の

完
成

ま
で

に
約

12
年

、
河

道
外

調
整

池
の

完
成

ま
で

に
約

17
年

を
要

す
る

。

・ 
河

道
外

調
整

池
の

完
成

ま
で

に
約

20
年

を
要

す
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
利

水
専

用
ダ

ム
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
中

流
部

堰
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
河

道
外

調
整

池
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

実
現

性

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

・そ
の

他
特

に
調

整
す

べ
き

関
係

者
は

現
時

点
で

は
想

定
さ

れ
な

い
。

・下
流

河
道

の
治

水
代

替
(河

道
掘

削
)に

よ
り

改
築

が
必

要
と

な
る

構
造

物
の

管
理

者
及

び
関

係
者

と
の

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

・そ
の

他
特

に
調

整
す

べ
き

関
係

者
は

現
時

点
で

は
想

定
さ

れ
な

い
。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方
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表
 5

-2
3 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑨
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
⑬

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［現
計

画
］

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
+導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）

＋
導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

【田
川

ダ
ム

】 
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
【田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】 

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【田
川

ダ
ム

】
【田

川
ダ

ム
】

【田
川

ダ
ム

】

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

15
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

80
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

13
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【筒

砂
子

ダ
ム

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・土
地

12
0h

aの
補

償
・家

屋
4戸

、
土

地
30

ha
の

補
償

・土
地

24
5h

aの
補

償

・原
石

山
工

事
や

付
替

道
路

工
事

に
よ

り
隣

接
す

る
地

区
で

一
部

土
地

の
改

変
を

行
う

こ
と

と
な

る
。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【田
川

ダ
ム

・筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【中
流

部
堰

】
・新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
関

連
し

て
、

周
辺

環
境

整
備

が
実

施
さ

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
か

さ
上

げ
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か
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表
 5

-2
4 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑩
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

漆
沢

ﾀﾞ
ﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【筒
砂

子
ダ

ム
】

【筒
砂

子
ダ

ム
】

【利
水

専
用

ダ
ム

】
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
【河

道
外

調
整

池
】

【河
道

外
調

整
池

】

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

60
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

32
ha

の
補

償
・土

地
24

5h
aの

補
償

・土
地

24
5h

aの
補

償

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

【治
水

容
量

買
い

上
げ

】
・下

流
河

道
の

治
水

代
替

(河
道

掘
削

)に
よ

り
追

加
の

用
地

取
得

が
必

要
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

44
ha

の
補

償
・土

地
24

5h
aの

補
償

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・か

さ
上

げ
に

関
連

し
て

、
周

辺
環

境
整

備
が

実
施

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
【中

流
部

堰
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【利
水

専
用

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
関

連
し

て
、

周
辺

環
境

整
備

が
実

施
さ

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【中
流

部
堰

】
・新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

【中
流

部
堰

・た
め

池
か

さ
上

げ
】

・中
流

部
堰

や
た

め
池

か
さ

上
げ

に
つ

い
て

は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

で
組

織
す

る
協

議
会

等
で

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
等

を
図

る
こ

と
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

】
・漆

沢
ダ

ム
か

ら
の

補
給

は
、

こ
れ

ま
で

ど
お

り
下

流
河

川
の

状
況

を
監

視
し

な
が

ら
の

補
給

を
行

う
た

め
、

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
へ

の
配

慮
が

な
さ

れ
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・た

め
池

か
さ

上
げ

に
つ

い
て

は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

で
組

織
す

る
協

議
会

等
で

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
等

を
図

る
こ

と
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か
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表
 5

-2
5 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑪
）

 

  

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

⑬
３

つ
の

目
的

を
満

足
で

き
る

統
合

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［現
計

画
］

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
+導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）
田

川
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）
＋

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・水
位

の
上

昇
に

よ
り

周
辺

の
地

下
水

位
が

上
昇

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
止

水
板

等
の

対
策

が
必

要
に

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

環
境

へ
の

影
響

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

　 　
　

　
　

　
　

　
   

  　
　

　
新

規
利

水
対

策
案

と
   

   
   

   
   

　
　

　
   

   
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

後
は

水
質

が
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
水

質
改

善
対

策
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

。
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表
 5

-2
6 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑫
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧

筒
砂

子
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑨

利
水

専
用

ダ
ム

案

⑩

漆
沢

ダ
ム

有
効

活
用

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑪

中
流

部
堰

と
河

道
外

調
整

池
案

⑫

河
道

外
調

整
池

案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫

沢
、

長
沼

）+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇

所
）＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

た
め

池
か

さ
上

げ
（孫

沢
、

長
沼

）+
漆

沢
ﾀﾞ

ﾑ
治

水
容

量
買

い
上

げ
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
、

田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
、

田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

【利
水

専
用

ダ
ム

】

・利
水

専
用

ダ
ム

完
成

後
の

ダ
ム

下
流

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
で

は
、

水
温

の
変

化
、

富
栄

養
化

等
の

可
能

性
が

あ
り

、
選

択
取

水
設

備
等

の
環

境
保

全
措

置
が

必
要

と
想

定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】

・河
道

外
の

施
設

で
あ

る
た

め
、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

【中
流

部
堰

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

・河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

環
境

へ
の

影
響

●
水

環
境

に
対

し
て

ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

【中
流

部
堰

】

・流
域

内
の

類
似

施
設

の
状

況
か

ら
、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
【中

流
部

堰
】

・流
域

内
の

類
似

施
設

の
状

況
か

ら
、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

後
は

水
質

が
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
水

質
改

善
対

策
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・河
道

外
の

施
設

で
あ

る
た

め
、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

】

・ダ
ム

の
治

水
容

量
買

い
上

げ
に

よ
る

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

後
は

水
質

が
変

化
す

る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。
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表
 5

-2
7 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑬
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
⑬

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［現
計

画
］

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
+導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）
田

川
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）
＋

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【田
川

ダ
ム

】
湛

水
面

積
0.

7k
m

2
・動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

湛
水

面
積

1.
5k

m
2

・動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
湛

水
面

積
0.

8k
m

2
・動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

湛
水

面
積

1.
3k

m
2

・動
植

物
の

生
息

・生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
湛

水
面

積
0.

7k
m

2
・動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
湛

水
面

積
0.

7k
m

2
・動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
湛

水
面

積
0.

7k
m

2
・動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

湛
水

面
積

1.
 2

km
2

・確
認

さ
れ

た
植

物
に

は
、

貴
重

種
は

含
ま

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
消

失
す

る
森

林
群

落
や

植
物

群
落

に
も

貴
重

な
群

落
は

な
く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【中
流

部
堰

】
・堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・

生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【田
川

ダ
ム

・筒
砂

子
ダ

ム
】

・田
川

ダ
ム

直
下

の
田

川
で

は
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

河
床

材
料

の
粗

粒
化

が
想

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

・田
川

及
び

鳴
瀬

川
で

は
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

河
床

高
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
直

下
の

田
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

環
境

へ
の

影
響

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
】

・既
存

の
た

め
池

を
活

用
す

る
対

策
案

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  

 　
　

　
  

  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。
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表
 5

-2
8 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑭
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と

河
道

外
調

整
池

案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫

沢
、

長
沼

）+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇

所
）＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

た
め

池
か

さ
上

げ
（孫

沢
、

長
沼

）+
漆

沢
ﾀﾞ

ﾑ
治

水
容

量
買

い
上

げ
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
、

田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
、

田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

【利
水

専
用

ダ
ム

】
湛

水
面

積
0.

6k
m

2
・動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

】
・治

水
容

量
の

買
い

上
げ

に
よ

り
、

制
限

水
位

が
上

昇
す

る
が

、
動

植
物

の

生
息

・生
育

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

湛
水

面
積

1.
2k

m
2

・確
認

さ
れ

た
植

物
に

は
、

貴
重

種
は

含
ま

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
消

失
す

る
森

林
群

落
や

植
物

群
落

に
も

貴
重

な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・

生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【中
流

部
堰

】
・堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
】

・既
存

の
た

め
池

を
活

用
す

る
対

策
案

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【長
沼

た
め

池
か

さ
上

げ
】

・既
存

の
た

め
池

を
活

用
す

る
対

策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

】
・既

存
の

漆
沢

ダ
ム

を
活

用
す

る
対

策
案

で
あ

り
、

現
状

と
比

較
し

て
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
】

・既
存

の
た

め
池

を
活

用
す

る
対

策
案

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【利
水

専
用

ダ
ム

】
・利

水
専

用
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

環
境

へ
の

影
響

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

【筒
砂

子
ダ

ム
】

湛
水

面
積

1.
2k

m
2

・確
認

さ
れ

た
植

物
に

は
、

貴
重

種
は

含
ま

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
消

失
す

る
森

林
群

落
や

植
物

群
落

に
も

貴
重

な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【中
流

部
堰

】
・堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・

生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【中
流

部
堰

】
・堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と
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施
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容
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概
要
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方
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表
 5

-2
9 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑮
）

 

①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案

⑬

３
つ

の
目

的
を

満
足

で
き

る
統

合
案

②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案

③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤

田
川

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

［現
計

画
］

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
+

導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）

＋
導

水
路

（田
川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

【田
川

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
す

る
景

観
へ

の
影

響
が

小
限

と
な

る
よ

う
努

め
る

。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
C

O
2排

出
負

荷
は

ど

う
変

わ
る

か

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

環
境

へ
の

影
響
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表
 5

-3
0 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑯
）

⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧

筒
砂

子
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑨

利
水

専
用

ダ
ム

案

⑩

漆
沢

ダ
ム

有
効

活
用

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑪

中
流

部
堰

と
河

道
外

調
整

池
案

⑫

河
道

外
調

整
池

案

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（5

箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

漆
沢

ﾀﾞ
ﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（5
箇

所
）＋

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽

緑
化

を
行

い
、

開
発

す
る

景
観

へ
の

影
響

が
小

限
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽

緑
化

を
行

い
、

開
発

す
る

景
観

へ
の

影
響

が
小

限
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【利
水

専
用

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
C

O
2排

出
負

荷
は

ど

う
変

わ
る

か

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【中
流

部
堰

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【中
流

部
堰

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【河
道

外
調

整
池

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想

定
さ

れ
る

。

環
境

へ
の

影
響
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5.2.3  流水の正常な機能の維持対策案の評価軸ごとの評価 

洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持の３つの目的を満足でき

る「３つの目的を満足できる統合案」を 4.5.6 流水の正常な機能の維持対策案の評価

軸ごとの評価における 10 案に追加し、計 11 案の流水の正常な機能の維持対策案につ

いて、検証要領細目に示されている 6 つの評価軸（表 4-60 参照）により評価を行っ

た。その結果を表 5-32～表 5-47 に示す。 

 

表 5-31 流水の正常な機能維持対策案の名称 

分類 
評価軸ごとの評価における 

流水の正常な機能の維持対策案の名称 

現計画 
①田川ダムと筒砂子ダム案 

３つの目的を満足できる統合した対策 ⑪３つの目的を満足できる統合案 

Ⅰ．田川ダムによる組合せ ②田川ダム規模拡大案 

Ⅱ．筒砂子ダムによる組合せ ③筒砂子ダム規模拡大案 

Ⅲ．田川ダムを中心とした組合せ ④田川ダムと河道外調整池案 

⑤筒砂子ダムと 

ため池かさ上げ案 

Ⅳ．筒砂子ダムを中心とした組合せ 

⑥筒砂子ダムと河道外調整池案 

Ⅴ．専用ダムによる組合せ ⑦専用ダム案 

Ⅵ．専用ダムを中心とした組合せ 
⑧専用ダムと 

ため池かさ上げ案 

Ⅶ．中流部堰を中心とした組合せ ⑨中流部堰と河道外調整池案 

Ⅷ．河道外貯留施設を中心とした組合せ ⑩河道外調整池案 

※「水源林の保全」、「渇水調整の強化」、「節水対策」は全ての案に含む 
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表
 5

-3
2 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常
な
機

能
の
維
持
①
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
⑪

３
つ

の
目

的
を

満
足

す
る

統
合

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

●
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
必

要
な

流
量

が
確

保
で

き
て

い
る

か

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4月
)

で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4月
)

で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4月
)

で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4月
)

で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4月
)

で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4月
)

で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4月
)

で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【1
0年

後
】

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・田
川

ダ
ム

は
完

成
し

、
水

供
給

が
可

能
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

 ・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・田
川

ダ
ム

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【2

0年
後

】
・田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

、
中

流
部

堰
及

び
孫

沢
た

め
池

の
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・中
流

部
堰

は
完

成
し

、
水

供
給

が
可

能
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

及
び

孫
沢

た
め

池
の

か
さ

上
げ

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【2

0年
後

】
・河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・筒
砂

子
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

くの
か

・田
川

ダ
ム

下
流

域
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

域
（鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
）に

お
い

て
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（田
川

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（筒
砂

子
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（田
川

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

既
得

用
水

及
び

維
持

流
量

を
確

保
で

き
る

。
な

お
、

鳴
瀬

川
上

流
地

区
（筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）へ
は

調
整

池
を

整
備

す
る

こ
と

で
確

保
で

き
る

。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（田
川

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（田
川

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
、

河
道

外
調

整
池

及
び

導
水

路
を

整
備

す
る

こ
と

で
確

保
で

き
る

。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

が
得

ら
れ

る
か

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。

目
標

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方
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表
 
5
-
3
3
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

②
）

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）
+専

用
ﾀ
ﾞﾑ

+導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1
箇

所
）+

導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（1
1
箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

●
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
必

要
な

流
量

が
確

保
で

き
て

い
る

か

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8月

)で
概

ね

2
m

3
/s

、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8月

)で
概

ね

2
m

3
/s

、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【
10

年
後

】
・
専

用
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
20

年
後

】
・
専

用
ダ

ム
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
10

年
後

】
・
専

用
ダ

ム
、

中
流

部
堰

及
び

た
め

池
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
20

年
後

】
・
専

用
ダ

ム
及

び
中

流
部

堰
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ

れ
る

。
・
た

め
池

か
さ

上
げ

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・中
流

部
堰

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・中
流

部
堰

及
び

河
道

外
調

整
池

は
完

成
し

、
水

供
給

が
可

能
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

 ・
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ

れ
る

。
【2

0年
後

】
・河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て

い
く
の

か

・
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
に

お
い

て
、

既
得

用
水

及
び

正
常

流
量

を
確

保
で

き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）へ

は
、

専
用

ダ
ム

及
び

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
に

お
い

て
、

既
得

用
水

及
び

正
常

流
量

を
確

保
で

き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）へ

は
、

専
用

ダ
ム

及
び

二
ツ

石
ダ

ム
（農

）の
補

給
区

域
の

見
直

し
や

導

水
路

を
を

整
備

す
る

こ
と

で
確

保
で

き
る

。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
正

常
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

へ
は

、
二

ツ
石

ダ
ム

(農
)

の
補

給
区

域
の

見
直

し
、

不
足

す
る

分
を

中
流

部
堰

や
河

道
外

調
整

池
及

び
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
正

常
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

へ
は

、
二

ツ
石

ダ
ム

(農
)

の
補

給
区

域
の

見
直

し
、

不
足

す
る

分
を

河
道

外
調

整
池

及
び

導
水

路
を

整
備

す
る

こ
と

で
確

保
で

き
る

。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

が
得

ら
れ

る
か

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

目
標
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表
 
5
-
3
4
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

③
）
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

⑪
３

つ
の

目
的

を
満

足
す

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【
現

計
画

】
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
（統

合
・
効

率
化

）
筒

砂
子

ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（1

1
箇

所
）＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

約
６

６
０

億
円

約
４

４
０

億
円

約
６

６
０

億
円

約
５

３
０

億
円

約
１

，
３

８
０

億
円

約
５

９
０

億
円

約
６

２
０

億
円

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)

約
４

４
０

百
万

円
／

年
約

２
２

０
百

万
円

／
年

約
２

９
０

百
万

円
／

年
約

２
７

０
百

万
円

／
年

約
３

２
０

百
万

円
／

年
約

３
１

０
百

万
円

／
年

約
２

８
０

百
万

円
／

年

●
そ

の
他

の
費

用
（ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）
は

ど
の

く
ら

い
か

・発
生

し
な

い
。

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

31
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
31

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

3
0百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ま

れ
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

3
0百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

コ
ス

ト

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
の

整
備

に
伴

う
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
の

ほ
か

、
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

筒
砂

子
ダ

ム
の

整
備

に
伴

う
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
の

整
備

に
伴

う
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

田
川

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。
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表
 
5
-
3
5
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

④
）
）

 

⑦
専

用
ダ

ム
案

⑧
専

用
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

約
６

５
０

億
円

約
１

，
０

１
０

億
円

約
１

，
３

７
０

億
円

約
１

，
３

５
０

億
円

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

約
５

０
０

百
万

円
／

年
約

５
７

０
百

万
円

／
年

約
２

１
０

百
万

円
／

年
約

１
７

０
百

万
円

／
年

●
そ

の
他

の
費

用
（ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）は

ど
の

く
ら

い
か

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

61
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

61
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

コ
ス

ト

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か
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表
 
5
-
3
6
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑤
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

⑪
３

つ
の

目
的

を
満

足
す

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対

策
案

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対

策
案

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・た

め
池

か
さ

上
げ

に
関

し
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

実
現

性



   

5-40

表
 
5
-
3
7
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑥
）

 

⑦
専

用
ダ

ム
案

⑧
専

用
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀ
ﾞﾑ

+導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（
3箇

所
）
＋

た
め

池
か

さ
上

げ
（孫

沢
、

長
沼

）+
専

用
ﾀﾞ

ﾑ
+
導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（
3箇

所
）
+

河
道

外
調

整
池

（1
1
箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【専
用

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【専
用

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。
【中

流
部

堰
】

・中
流

部
堰

の
建

設
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・た

め
池

か
さ

上
げ

に
関

し
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
の

建
設

は
、

国
有

地
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

と
の

調
整

は
必

要
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
、

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
、

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か

【専
用

ダ
ム

】
・専

用
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【専
用

ダ
ム

】
・専

用
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か　

　
　

　
　

　
　

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

　
　

　
　

　
　

　
　

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

実
現

性



   

5-41

表
 
5
-
3
8
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑦
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

⑪
３

つ
の

目
的

を
満

足
す

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

【田
川

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
【田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【田
川

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・本

省
に

よ
る

対
応

方
針

等
の

決
定

を
受

け
、

田
川

ダ
ム

は
約

15
年

、
筒

砂
子

ダ
ム

は
約

21
年

を
要

す
る

。

・ 
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

完
成

ま
で

に
約

22
年

を
要

す
る

。
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
ま

で
に

約
23

年
を

要
す

る
。

・ 
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

完
成

ま
で

に
約

21
年

を
要

す
る

。
・ 

田
川

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

15
年

、
河

道
外

調
整

池
完

成
ま

で
に

約
17

年
を

要
す

る
。

・ 
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

21
年

、
中

流
部

堰
の

完
成

ま
で

に
約

12
年

、
た

め
池

か
さ

上
げ

完
成

ま
で

に
約

22
年

を
要

す
る

。

・ 
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

21
年

、
河

道
外

調
整

池
完

成
ま

で
に

約
12

年
を

要
す

る
。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
と

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

実
現

性
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表
 
5
-
3
9
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑧
）

 

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【専
用

ダ
ム

】
【専

用
ダ

ム
】

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・専

用
ダ

ム
の

完
成

ま
で

に
約

17
年

を
要

す
る

。
・ 

専
用

ダ
ム

の
完

成
ま

で
に

約
16

年
、

中
流

部
堰

の
完

成
ま

で
に

約
12

年
、

た
め

池
か

さ
上

げ
完

成
ま

で
に

約
22

年
を

要
す

る
。

・ 
中

流
部

堰
の

完
成

ま
で

に
約

12
年

、
河

道
外

調
整

池
の

完
成

ま
で

に
約

17
年

を
要

す
る

。

・ 
河

道
外

調
整

池
の

完
成

ま
で

に
約

18
年

を
要

す
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
専

用
ダ

ム
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
専

用
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
中

流
部

堰
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
河

道
外

調
整

池
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

実
現

性

・そ
の

他
特

に
調

整
す

べ
き

関
係

者
は

現
時

点
で

は
想

定
し

て
い

な
い

。
・そ

の
他

特
に

調
整

す
べ

き
関

係
者

は
現

時
点

で
は

想
定

し
て

い
な

い
。
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表
 
5
-
4
0
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑨
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

⑪
３

つ
の

目
的

を
満

足
す

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

【田
川

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
【田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【田
川

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

15
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

11
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

12
2h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【筒

砂
子

ダ
ム

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

【河
道

外
調

整
池

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・土
地

64
3h

aの
補

償
・家

屋
4戸

、
土

地
49

ha
の

補
償

・土
地

64
3h

aの
補

償

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【田
川

ダ
ム

・筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
【中

流
部

堰
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
関

連
し

て
、

周
辺

環
境

整
備

が
実

施
さ

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

【中
流

部
堰

・た
め

池
か

さ
上

げ
】

・中
流

部
堰

や
た

め
池

か
さ

上
げ

に
つ

い
て

は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

で
組

織
す

る
協

議
会

等
で

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
等

を
図

る
こ

と
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
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表
 
5
-
4
1
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑩
）

 

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（
3
箇

所
）
＋

た
め

池
か

さ
上

げ
（
孫

沢
、

長
沼

）
+
専

用
ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+

河
道

外
調

整
池

（
1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（
1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【
専

用
ダ

ム
】

【
専

用
ダ

ム
】

【
河

道
外

調
整

池
】

【
河

道
外

調
整

池
】

・
土

地
1
0
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
土

地
1
0
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
土

地
6
4
3
h
aの

補
償

・
土

地
6
4
3
h
aの

補
償

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

 ・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】

 
 ・

家
屋

4
戸

、
土

地
4
9
h
aの

補
償

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【
専

用
ダ

ム
】

・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
専

用
ダ

ム
】

・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

関
連

し
て

、
周

辺
環

境
整

備
が

実
施

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

【
中

流
部

堰
・
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
中

流
部

堰
や

た
め

池
か

さ
上

げ
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か



   

5-45

表
 
5
-
4
2
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑪
）

 

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
⑪

３
つ

の
目

的
を

満
足

す
る

統
合

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【中
流

部
堰

】
・流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・か

さ
上

げ
後

は
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

環
境

へ
の

影
響

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方
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表
 
5
-
4
3
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑫
）

 

⑦

専
用

ダ
ム

案

⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨

中
流

部
堰

と
河

道
外

調
整

池
案

⑩

河
道

外
調

整
池

案

専
用

ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
＋

た
め

池
か

さ
上

げ
（
孫

沢
、

長
沼

）
+
専

用
ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+

河
道

外
調

整
池

（
1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【
専

用
ダ

ム
】

・
専

用
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【専
用

ダ
ム

】
・専

用
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
・
河

道
外

調
整

池
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

　
　

　
　

　
　

　
　

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

【中
流

部
堰

】
・流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

後
は

水
質

が
変

化
す

る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

環
境

へ
の

影
響

【
中

流
部

堰
】

・
流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ

る
。
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表
 
5
-
4
4
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑬
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

⑪
３

つ
の

目
的

を
満

足
す

る
統

合
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【
現

計
画

】
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
（
統

合
・
効

率
化

）
筒

砂
子

ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
1
1
箇

所
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
1
1
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0
.7

km
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
湛

水
面

積
1
.5

km
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

湛
水

面
積

1
.1

km
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
湛

水
面

積
1
.2

2
km

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0
.7

km
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

km
2

・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
直

下
の

田
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

km
2

・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

環
境

へ
の

影
響

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

km
2

・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

よ
り

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【
田

川
ダ

ム
・
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
田

川
及

び
鳴

瀬
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方
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表
 
5
-
4
5
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑭
）

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（
3
箇

所
）
＋

た
め

池
か

さ
上

げ
（
孫

沢
、

長
沼

）
+
専

用
ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+

河
道

外
調

整
池

（
1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（
1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【
専

用
ダ

ム
】

湛
水

面
積

1
.0

k
m

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
専

用
ダ

ム
】

湛
水

面
積

1
.0

k
m

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

よ
り

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
専

用
ダ

ム
】

・
専

用
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

環
境

へ
の

影
響

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
専

用
ダ

ム
】

・
専

用
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
長

沼
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
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表
 
5
-
4
6
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑮
）

 

①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案

⑪

３
つ

の
目

的
を

満
足

す
る

統
合

案

②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案

③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥

筒
砂

子
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

（統
合

・効
率

化
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川

→
鳴

瀬
川

上
流

）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池

（1
1箇

所
）＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

【田
川

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
す

る
景

観
へ

の
影

響
が

小
限

と
な

る
よ

う
努

め
る

。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
す

る
景

観
へ

の
影

響
が

小
限

と
な

る
よ

う
努

め
る

。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
す

る
景

観
へ

の

影
響

が
小

限
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
C

O
2排

出
負

荷
は

ど

う
変

わ
る

か

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

　
　

　
　

　
　

　
　

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

環
境

へ
の

影
響

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【中
流

部
堰

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。



   

5-50

表
 
5
-
4
7
 
評

価
軸

に
よ

る
評

価
結

果
（

流
水

の
正

常
な

機
能
の

維
持

⑯
）

 

  
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【専
用

ダ
ム

】
・ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【専
用

ダ
ム

】
・ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
C

O
2排

出
負

荷
は

ど
う

変
わ

る
か

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

環
境

へ
の

影
響

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【中
流

部
堰

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。




